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   第 ２ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

令和６年７月１日(月曜日) 

            午前９時58分開議 

            午後０時25分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 令和６年度熊本県一般会計補

正予算(第１号) 

 報告第１号 令和５年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についての

うち 

 報告第５号 令和５年度熊本県一般会計事

故繰越し繰越計算書の報告についての

うち 

 報告第14号 専決処分の報告について 

 閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ 

いて 

 報告事項 

①熊本県職員の特殊勤務手当に関する 

条例等の一部を改正する条例の制定 

について 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 中 村 亮 彦 

        副委員長 荒 川 知 章 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 髙 井 千 歳 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員なし 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 白 石 伸 一 

        教育理事 木 山 晋 介

      教育総務局長 井 藤 和 哉 

県立学校教育局長 重 岡 忠 希 

     市町村教育局長 藤 岡 寛 成 

      教育政策課長 岸 良 優 太 

      学校人事課長 清 塘 文 夫 

        文化課長 舟 津 紀 明 

        施設課長 中 島 一 哉 

      高校教育課長 坂 本 憲 昭 

    特別支援教育課長 松 本 英 雄

学校安全・安心推進課長 木 山 邦 博 

      体育保健課長 濱 本 昌 宏 

      義務教育課長 井 手 正 直 

 政策監兼義務教育課英語 

  ・日本語教育推進室長 梅 本 和 高 

      社会教育課長 福 永 公 彦 

    人権同和教育課長 角 田 賢 治 

警察本部 

         本部長 宮 内 彰 久 

         警務部長 宇 野   晃 

      生活安全部長 江 藤 真 吾 

        刑事部長 松 永   透 

        交通部長 内 田 義 朗 

        警備部長 八 木 世志一 

首席監察官 松 見 恵一郎 

    参事官兼総務課長 中 林 俊 郎 

参事官兼警務課長 渋 谷 明 紀 

    参事官兼情報管理課長 中 山 博 之 

参事官 

兼生活安全企画課長 高 波 進 治 

  参事官兼刑事企画課長 大 島 誠 吾 

  参事官兼交通企画課長 坂 元 慎 二 

  参事官兼警備第一課長 東     勘太郎 

    理事官兼会計課長 平 山 浩 之 

    人身安全対策課長 丸 山   修 

  サイバー犯罪対策課長 松 本 建 治 

        交通規制課長 井 上 賢 二 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課主幹   須 田 恵美子 
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   政務調査課主幹   時 吉 啓 通 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○中村亮彦委員長 ただいまから第２回教育

警察常任委員会を開会いたします。 

 まず、開会に当たりまして、一言御挨拶を

申し上げます。 

 第１回教育警察常任委員会におきまして選

任をいただきました中村亮彦でございます。 

 今後、荒川副委員長とともに、誠心誠意、

円滑な委員会運営に努めてまいりたいと考え

ておるところでございますので、委員各位に

おかれましては、これまでどおり御指導、御

鞭撻を賜りますとともに、教育長、警察本部

長をはじめ執行部の皆様方には、御協力賜り

ますようお願いを申し上げまして、簡単でご

ざいますが、御挨拶に代えさせていただきま

す。 

 続いて、荒川副委員長から御挨拶をお願い

します。 

 

○荒川知章副委員長 副委員長に選任してい

ただきました荒川知章でございます。 

 中村委員長を補佐し、しっかりとこの委員

会が運営できるように頑張ってまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 各委員、そして各執行部の皆様におかれま

しては、御協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○中村亮彦委員長 本日の委員会は、執行部

を交えての初めての委員会でありますので、

初めに執行部の幹部職員の自己紹介をお願い

します。 

 課長以上については、自席からの自己紹介

とし、審議員ほかについては、お手元にお配

りしております幹部職員名簿により紹介に代

えさせていただきます。 

 それでは、白石教育長から、幹部職員名簿

の順番により、自席から自己紹介をお願いし

ます。 

   (教育長～人権同和教育課長の順に自己

紹介) 

○中村亮彦委員長 次に、警察本部宮内本部

長から順次お願いします。 

   (警察本部長～サイバー犯罪対策課長の

順に自己紹介) 

○中村亮彦委員長 それでは、主要事業等の

説明に入りますが、質疑については、執行部

の説明後、一括して受けたいと思います。 

 なお、本日の委員会は、インターネットで

中継しておりますので、委員並びに執行部に

おかれましては、発言内容が聞き取りやすい

ように、マイクに向かって明瞭に発言いただ

きますようお願いします。 

 また、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、教育長から付託議案等も含めて

総括説明を行い、続いて、担当課長から順次

説明をお願いします。 

 初めに、白石教育長。 

 

○白石教育長 教育委員会でございます。 

 教育警察常任委員会の中村委員長、荒川副

委員長をはじめ各委員におかれましては、こ

の１年間、本県の教育行政につきまして、御

指導、御支援を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

 本年度は、４月に就任されました木村知事

が策定する教育大綱の下、次期教育プランを

策定するなど、今後の教育行政の方向性を決

めていく大変重要な年になります。 

 また、木村知事がマニフェストで掲げられ

ました世界に伍する質の高い教育の実現に向

け、学校の働き方改革やいじめ、不登校への

対応、魅力ある県立高校づくり、特別支援教

育の充実など、取り組むべき様々な課題への

対応が必要となってきます。 

 県教育委員会といたしましては、本県教育

がさらに充実発展するよう、委員各位の御意
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見をお聞きしながら、このような課題解決に

向け、全力で取り組んでまいります。 

 なお、今年度教育委員会が取り組む主要事

業につきましては、この後各課長から説明さ

せていただきます。 

 続きまして、今回提案しております教育委

員会関係の議案等の概要について御説明申し

上げます。 

 今回提出しておりますのは、予算関係１議

案、報告２件でございます。 

 まず、６月補正予算についてですが、総額

16億7,400万円余の増額補正をお願いしてお

ります。 

 主な内容といたしましては、県立学校の長

寿命化改修工事に係る経費や東京大学先端科

学技術研究センターと連携した人吉高校五木

分校における探究学習の展開など、県立高校

のさらなる魅力化に係る経費でございます。 

 また、県立高校及び特別支援学校の整備等

に係る債務負担行為５件についてもお願いし

ております。 

 最後に、報告関係として、令和５年度熊本

県一般会計繰越明許費繰越計算書の報告外１

件を御報告させていただいております。 

 以上が今回提案しております議案等の概要

でございます。 

 詳細につきましては、関係課長が説明いた

しますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 

○中村亮彦委員長 続いて、担当課長から順

次説明をお願いします。 

 

○岸良教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 お手元の説明資料、令和６年度主要事業及

び新規事業と記載の資料を御覧ください。 

 まず、１ページですが、教育委員会事務局

等の組織表でございます。 

 教育委員会の下に、３局11の課と教育事務

所などの出先機関で構成しています。 

 次の２ページから５ページにかけまして

は、教育委員会及び事務局職員の名簿となっ

ております。説明は省略させていただきま

す。 

 続いて、６ページをお願いいたします。 

 教育委員会全体の令和６年度予算総括表で

ございます。 

 令和６年度６月補正後の一般会計予算は、

一般会計合計の欄に記載のとおり、1,330億

5,500万円余となっており、課別の内訳は表

のとおりでございます。 

 これに、２つの特別会計、熊本県立高等学

校実習資金特別会計と熊本県育英資金等貸与

特別会計を加えました予算総額は、教育委員

会合計欄のとおり、1,339億8,400万円余でご

ざいます。 

 この後、各課から、令和６年度の主要事業

及び新規事業について御説明いたします。 

 初めに、教育政策課から御説明させていた

だきます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １段目、説明欄の教育振興基本計画推進事

業ですが、本県の教育振興に関する方策を総

合的に取りまとめた第４期熊本県教育振興基

本計画を策定いたします。 

 また、外部有識者から成る検討・推進委員

会を開催し検討を行うとともに、パブリック

コメントを実施し、策定いたします。 

 次に、２段目の熊本県教育情報化推進事業

ですが、(1)１人１台端末の活用では、１人

１台端末を活用した教育情報化を推進するた

め、ＩＣＴ支援員の配置やＩＣＴ機器等の維

持管理を行うものでございます。 

次の(2)では、研修の充実などにより、教

員のＩＣＴ活用指導力の向上を図ってまいり

ます。 

次の(3)の校務ＤＸですが、これは新規事

業で、デジタル採点・分析ソフトを導入する

とともに、校務支援システム及びネットワー
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クシステム等の再構築に向けた調査検討等を

行うものでございます。 

次の(4)では、子供たちが安全、安心にＩ

ＣＴ機器を利用するために、情報モラル教育

の推進を行うものでございます。 

 最後に、２、熊本県公立学校情報機器整備

事業ですが、これは新規事業で、義務教育段

階の公立学校の１人１台端末について、引き

続き日常的な活用を推進するため、計画的な

更新を行うものでございます。 

 学校における働き方改革推進事業ですが、

学校における業務分析、改善モデルを構築

し、働き方改革アドバイザーの派遣を民間コ

ンサル等へ業務委託し、学校現場における働

き方改革を推進してまいります。 

 教育政策課の説明は以上でございます。 

 

○清塘学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １段目、説明欄の１、教育サポート事業で

ございますが、教員業務支援員や教頭マネジ

メント支援員などを学校に配置することによ

り、教職員の業務負担軽減を図り、学校の働

き方改革を推進するものでございます。 

 次に、２段目の１、教員不足解消緊急対策

事業でございますが、本県教員の魅力につい

て、ＳＮＳ等を活用した戦略的な広報発信を

積極的に行うとともに、現在教職に就いてい

ない免許保有者やＵＩＪターンなどを対象と

した講習会等を開催することにより、教員志

願者を確保し、教員不足の早期解消を図るも

のでございます。 

 学校人事課の説明は以上でございます。 

 

○舟津文化課長 文化課です。 

 ９ページをお願いします。 

 文化財災害復旧事業、１が地震分、２が豪

雨分でございます。 

 １の地震分について、令和６年度は、２件

の復旧を予定しており、復旧対象件数154件

に対し147件完了、全体の95％が復旧する見

込みです。 

 ２の豪雨分について、令和６年度は、１件

が復旧し、復旧対象42件中36件、全体の85％

が復旧する見込みです。 

 10ページをお願いいたします。 

 １段目の文化財保存事業ですが、国・県指

定文化財の修理、整備及び発掘調査等を促進

するため、経費の一部補助を行うものでござ

います。 

 ２段目の高等学校(文化部)部活動指導員配

置事業でございますが、部活動の充実と教員

の働き方改革を推進するため、県立高等学校

の文化部に部活動指導員を配置するものでご

ざいます。 

 文化課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 施設課でございます。 

 11ページをお願いいたします。 

 １段目、１、県立高等学校施設整備事業及

び２、特別支援学校施設整備事業につきまし

ては、施設の長寿命化改修を行うものでござ

いますが、予算額の欄、下段に括弧書きで記

載のとおり、６月補正でも出てまいりますの

で、そちらのほうで併せて御説明をさせてい

ただきますので、ここでは省略させていただ

きます。 

 説明欄の３、高等学校校舎新築・増改築事

業ですが、県立高校の学校施設の安全性を確

保し、機能の向上を図るため、老朽化した熊

本工業高校の実習棟の改築を行うものでござ

います。 

 次の４、県立学校防災機能強化事業です

が、災害発生時に避難場所となる体育館周辺

にトイレがない玉名工業高校に屋外トイレを

整備するものでございます。 

 ２段目の１、特別支援教育環境整備事業に

つきましても、予算額、括弧書きで記載して

おりますとおり、６月補正で出てまいります
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ので、そちらのほうで御説明させていただき

ます。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○坂本高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 資料の12ページをお願いします。 

 説明欄の１、高校生キャリアサポート事業

ですが、これは、県立学校に高校生キャリア

サポーター等を配置し、就職支援を行うとと

もに、県内への就職を促進するものでござい

ます。 

 下のグラフのように、県内就職率は年々増

加している状況です。 

 続きまして、13ページをお願いいたしま

す。 

 説明欄２段目の１、熊本版ＣＯＲＥハイス

クール・ネットワーク事業ですが、これは新

規事業で、文部科学省の指定事業で、中山間

地域等の小規模校と熊本市内の大規模校等を

つなぎ、ＩＣＴを活用した遠隔授業及びネッ

トワークを活用し、地域課題解決に向けた探

求的な学びを行うものでございます。 

 今年度の遠隔授業における配信校、受信校

は、下の表のとおりとなっております。 

 続きまして、14ページをお願いします。 

 説明欄の１、県立高校魅力化きらめきプラ

ンですが、これは、定員割れが続く熊本市外

の高校を中心に、あり方検討会の提言で示さ

れた魅力ある学校づくりに向けた熊本スーパ

ーハイスクール構想の推進など、(1)から(6)

の取組等により、令和６年度まで高校魅力化

に徹底して取り組むものでございます。 

 次の３、高森高校環境整備事業、４、人吉

高校五木分校魅力向上プロジェクト、５、県

立高校すまいの確保支援事業につきまして

は、６月補正予算のほうで説明させていただ

きますので、こちらでは省略させていただき

ます。 

 高校教育課の説明は以上です。 

 

○松本特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 資料16ページをお願いします。 

 説明欄の２、医療的ケア児等支援事業は、

医療的ケアが必要な児童生徒の安全、安心な

学習環境の整備と保護者の負担軽減を図るも

ので、(1)のほほえみスクールライフ支援事

業は、特別支援学校等に看護師を派遣し、経

管栄養注入等の医療的ケアを実施するもの

で、(2)の通学支援補助事業は、福祉車両等

に看護師を同乗させて通学支援を行うための

補助金でございます。 

 次の３、発達障がい等支援事業は、高等学

校に通う発達障害等のある生徒一人一人の教

育的ニーズに応じた必要な支援を提供できる

よう、特別支援教育支援員や介護福祉士の配

置、支援機器の貸与、通級による指導の充

実、特別支援教育の専門性向上を図る会議等

を実施するものでございます。 

 ５の特別支援学校の教育環境改善のための

調査研究委託事業ですが、こちらは６月補正

予算で説明をさせていただきますので、ここ

では省略いたします。 

 特別支援教育課の説明は以上です。 

 

○木山学校安全・安心推進課長 学校安全・

安心推進課でございます。 

 資料17ページをお願いいたします。 

 項目欄のいじめ、不登校対策の推進につい

て御説明します。 

 説明欄の１、スクールカウンセラー活用事

業及びスクールソーシャルワーカー活用事業

についてですが、これは、専門家による教育

相談を実施し、いじめや不登校等の諸課題の

未然防止及び解消を図るものでございます。 

 次の３、スクールロイヤー活用事業です

が、法律の専門家によるいじめ予防授業の推

進や学校が抱える諸課題の解決支援を行うも

のでございます。 
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 18ページをお願いします。 

 ４、学校問題解決支援事業及び５、新たな

不登校対策事業ですが、これは６月補正予算

の中で説明させていただきますので、ここで

は省略いたします。 

 続いて、19ページをお願いいたします。 

 １段目の１、小学校、県立学校地震スクー

ルカウンセラー活用事業及び２、小中学校熊

本地震スクールソーシャルワーカー活用事業

ですが、平成28年熊本地震に伴う心のケアが

必要な児童生徒の実態把握とともに、心身の

安定を図るものでございます。 

 次に、２段目の１、防災教育推進事業です

が、全ての学校の防災主任の資質向上のため

の研修会を開催するものでございます。 

 次の２、学校安全総合支援事業ですが、県

立学校４校を対象に、防災教育及び防災管理

の充実を図るものでございます。 

 学校安全・安心推進課の説明は以上です。 

 

○濱本体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 20ページをお願いいたします。 

 説明欄の１、くまもとワールドアスリート

事業ですが、これは、オリンピックをはじめ

とする国際スポーツ大会で活躍する資質を持

ったアスリートを育成、強化するとともに、

次世代アスリートの育成を行うことで、本県

のスポーツ振興の増大を図るものでございま

す。 

 次の２、部活動指導員配置事業ですが、こ

れは、県立学校に運動部の部活動指導員を配

置し、市町村立中学校においては、設置者で

ある市町村教育委員会に部活動指導員の配置

に必要な経費の一部を補助することで、教職

員の働き方改革を推進するとともに、部活動

の質的な向上を図るものでございます。 

 次の３、子供たちの豊かなスポーツ環境整

備事業ですが、これは、令和５年度から始ま

った公立中学校の休日における運動部活動の

段階的な地域移行を進めるため、指導者の確

保や育成、参加費用負担への支援等を行うも

のでございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○井手義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 21ページをお願いいたします。 

 １、学力向上対策事業ですが、授業力の向

上を図る取組を推進するとともに、熊本県学

力・学習状況調査を実施しまして、児童生徒

の主体的な学びと教員の授業改善を推進する

ものでございます。 

 ２つ飛ばしまして、４番をお願いします。 

 日本一の環境教育「水俣に学ぶ肥後っ子」

推進事業ですけれども、水俣病について正し

く理解するとともに、環境問題の解決等に意

欲的に関わろうとする態度や能力を育成する

ため、県内全ての小学校５年生を対象に実施

し、水俣市に派遣する市町村を支援するもの

でございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 ２番の英語検定チャレンジ事業ですけれど

も、これは、外部検定試験への積極的な挑戦

を支援する事業でございます。 

 次の３番、日本語指導推進事業ですけれど

も、外国にルーツを持つ児童生徒等に対し

て、日本語指導を含めたきめ細かな指導な

ど、適切な教育の機会の提供を目的として実

施する事業を、(1)から(3)行うものでござい

ます。 

 次に、23ページをお願いします。 

 １段目の１、肥後っ子かがやき推進事業で

すけれども、教育・保育活動の充実を図り、

熊本の子供をたくましく、心豊かに育む環境

づくりを推進するために、連携セミナーや研

修を実施する事業でございます。 

 その下になります。 

２段目の１、夜間中学整備事業ですけれど

も、これは、本年４月に開校した県立ゆうあ
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い中学校において、学生サポーターの活用な

ど、生徒が安心して学べる環境整備を推進す

るものでございます。 

 義務教育課は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 24ページをお願いします。 

 １段目の１、「親の学び」推進事業です

が、くまもと家庭教育支援条例に基づき、保

護者が親として学ぶ機会の提供や家庭教育の

重要性の啓発を、親の学び講座を中心に推進

するものでございます。 

 次に、２段目の１、地域学校協働活動推進

事業ですが、これは、コミュニティースクー

ルと地域学校協働活動を一体的に推進し、各

市町村における地域学校協働活動推進員の配

置等を支援するものでございます。 

 次に、３段目の１、青少年教育施設管理運

営費ですが、県内４か所に設置している県立

青少年教育施設の効果的、効率的な運営を図

るとともに、計画的かつ効率的な補修や改修

工事を行うものでございます。 

 次の２、県生涯学習推進センター運営事業

ですが、これは、生涯学習推進センターの適

切な運営を図るものでございます。 

 次の３、永青文庫所蔵古文書の複製作成事

業ですが、これは新規事業で、県民の文化的

活動、地域の歴史調査等へ寄与するため、古

文書の複製を行い、広く周知するものでござ

います。 

 次の４、教育支援型電子図書館推進事業で

すが、これは新規事業で、令和６年３月にス

タートした電子図書館くまもとｅ―ｂｏｏｋ

ｓの有効活用、利用促進を図るため、県立学

校や市町村に向けた研修会等を行うものでご

ざいます。 

 次の５、こども本の森 熊本の運営及び充

実ですが、これは新規事業で、本との出会

い、親しむ体験をし、県立図書館等を含めた

文化的エリアの形成を図るため、利用者への

サービス提供、一体的、効率的な運営、適切

な維持管理を行うものでございます。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○角田人権同和教育課長 人権同和教育課で

す。 

 25ページをお願いいたします。 

 １、各種人権教育研修事業ですが、教職員

等の基本的認識を深め、実践的な指導力向上

を図るため、各学校の管理職等を対象とした

研修を実施するものでございます。 

 次の２、熊本県子ども人権フェスティバル

事業ですが、児童生徒を主体とした熊本県人

権子ども集会を開催するものでございます。 

 次の３、高等学校等進学奨励事業ですが、

旧地域改善対策特定事業により貸与された奨

学資金について、市町村に対する返還事務費

の交付及び返還金の国への返納を行うもので

ございます。 

 なお、未収金の推移については、御覧のと

おりでございます。 

 人権同和教育課の説明は以上です。 

 

○中村亮彦委員長 次に、警察本部から説明

をお願いします。 

 警察本部長から付託議案等も含めて統括説

明を行い、続いて、担当部長から順次説明を

お願いします。 

 初めに、宮内警察本部長。 

 

○宮内警察本部長 警察本部でございます。 

 委員の皆様方におかれましては、平素から

警察行政の各般にわたり御支援、御協力をい

ただいているところでございまして、この場

をお借りしまして心からお礼を申し上げま

す。 

 それでは、県下の治安情勢と提案しており

ます４つの議案等の概略につきまして説明さ

せていただきます。 

 なお、各部門の業務概況と主要事業につき
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ましては、後ほど担当部長から説明させてい

ただきます。 

 県下の治安情勢につきましては、交通事故

死者数が前年より減少するなど、治安状況に

改善が見られた部分もあったところでござい

ますが、刑法犯認知件数や交通事故件数が前

年より増加するなど、厳しい状況にありま

す。 

 さらに、令和５年の電話で「お金」詐欺の

被害件数が過去５年で最多となりましたほ

か、最近では、ＳＮＳ型投資、ロマンス詐欺

の被害額が、電話で「お金」詐欺の被害額を

大きく上回るなど、極めて深刻な状況であ

り、また、依然として多くの貴い命が交通事

故によって失われていますので、引き続き諸

対策を進めていく必要があります。 

 委員の皆様方には、引き続き多方面にわた

る御理解と御支援を賜りますようお願いいた

します。 

 次に、議案等の概要を御説明いたします。 

 まず、議案関係でございます。 

 議案第１号、令和６年度熊本県一般会計補

正予算(第１号)につきましては、警察行政に

おけるデジタル化の推進や光の森、セミコン

テクノパーク周辺の交通渋滞対策費等で、総

額７億7,940万円余の増額補正をお願いする

ものでございます。 

 次に、報告第１号、令和５年度熊本県一般

会計繰越明許費繰越計算書の報告について

は、計画、設計の諸条件の変更や資材の入手

難等により、年度内の完了が困難となったた

め、繰り越したものを報告するものでござい

ます。 

 最後に、報告第14号は、専決処分させてい

ただきました３件の交通事故の和解と損害賠

償額の決定についての報告でございます。 

 このほか、その他の報告事項としまして、

総務常任委員会で御審議いただいております

熊本県職員の特殊勤務手当に関する条例等の

一部を改正する条例の制定について報告させ

ていただきます。 

 詳細につきましては、それぞれ担当者から

説明させますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○中村亮彦委員長 続いて、担当部長から順

次説明をお願いします。 

 

○宇野警務部長 警務部でございます。 

 私からは、警察本部の説明資料に基づき、

県警察の概要と警務部の主な業務について御

説明いたします。 

 説明資料の最初には、目次と今年度の幹部

職員の名簿をつけさせていただいておりま

す。 

 それでは、１ページを御覧ください。 

 第１の熊本県警察の組織について御説明い

たします。 

 項目１の公安委員会につきましては、県警

察の民主的運営、政治的中立性を確保するた

めに置かれ、警察を管理している合議制の行

政委員会です。 

 ５人の委員で構成されており、令和６年４

月１日現在は、表に記載したとおりでござい

ますが、廣塚委員は、令和６年６月30日で任

期が満了し、７月１日からは、新しく野口委

員が就任しております。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 令和６年４月１日現在における県警察の組

織につきましては、項目２の組織図のとおり

でございます。 

 警察本部長の下、警察本部各部、熊本市警

察部、警察学校及び警察署で組織されてお

り、警務部には、総務課等９所属がございま

す。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 項目３の警察職員の条例定数につきまして

は、令和６年４月１日現在、警察官と一般職

員を合わせて3,528人となっております。 

 警察官の増員状況について申し上げます
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と、平成14年度から平成29年度までの間に合

計332人が増員されております。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 項目４の警察官１人当たりの負担人口につ

きましては、平成６年４月１日現在の警視以

下の政令定数及び令和５年度１月１日現在の

住民基本台帳の人口に基づき算出しておりま

すが、570人となっております。 

 同じく、４ページでございます。 

 項目５の職員の年齢構成比等につきまして

は、令和６年４月１日現在の平均年齢は38.1

歳となっております。40歳代と30歳代の職員

の比率が高く、全体の約６割を占めておりま

す。 

 次に、５ページを御覧ください。 

 県警察では、第２に記載しております県民

の期待と信頼に応える強い警察、安全で安心

して暮らせる熊本の実現という運営方針の

下、第３の項目に記載しております犯罪の起

きにくい社会づくり等の５つを運営重点とし

て、各種施策に取り組んでおります。 

 次に、６ページを御覧ください。 

 第４の警察予算については、本年度の警察

本部の当初予算額は、421億3,000万円余であ

り、県予算に占める割合は5.5％となってお

ります。そのうち、74.6％を人件費が占めて

おります。 

 県政運営の基本方針に係る主な予算の詳細

につきましては、同じく、６ページの内容２

に記載しております。 

 次に、７ページを御覧ください。 

 第５の警察施設の現状でございますが、令

和６年４月１日現在、県下の警察施設359施

設のうち、耐用年数を超過した施設は123施

設となっております。全施設の約34.3％を占

めており、計画的に整備していく必要がある

と考えております。 

 なお、現在は、多良木警察署の建て替えを

計画しており、移転候補地の用地確保に向け

て地権者と交渉中であり、令和10年度の完成

を予定しております。 

 同じく、７ページでございます。 

 第６の優秀な人材の確保につきましては、

受験者層が多く利用しているＳＮＳに採用情

報を掲載するなど、受験者の多様なニーズを

踏まえ、工夫を凝らした採用活動を行ってお

ります。 

 次に、８ページを御覧ください。 

 令和６年４月１日現在、全警察官に占める

女性警察官の割合につきましては、11％と前

年より0.5ポイント増加しておりますが、令

和３年３月に策定した特定事業主行動計画で

は、令和８年度当初までに全警察官に占める

女性警察官の割合を12％以上とするなど、女

性の活躍促進に取り組んでいるところであり

ます。 

 そのほか、強い組織づくりを推進するため

の取組の状況を８ページから９ページにかけ

て記載をしております。 

 次に、10ページを御覧ください。 

 第７の県民への情報発信につきましては、

広報誌「熊本のまもり」の発行、インターネ

ットの活用、マスコミとの連携、県警察音楽

隊の演奏活動等の広報啓発活動等を実施して

おります。 

 同じく、10ページでございます。 

 第８の犯罪被害者支援の充実強化につきま

しては、被害者支援要員制度や公費支出制度

等の各種施策のほか、民間の被害者支援団体

と密接に連携をした支援活動を展開するな

ど、被害者等の二次的被害防止、軽減に向け

た取組を推進しております。 

 次に、11ページを御覧ください。 

 第９の警察安全相談業務の現状につきまし

ては、令和５年の相談受理件数は４万4,619

件と、前年より5,663件増加いたしました。

生活安全部門の相談が全体の67.8％を占めて

おります。 

 次に、12ページを御覧ください。 

 第10の留置施設につきましては、警察本部
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直轄留置施設と警察署留置施設を運用してお

ります。 

 同じく、12ページを御覧ください。 

 第11の警察学校における採用時教養につき

ましては、警察学校における初任科生等に対

する採用時教養の詳細を13ページにかけて記

載をしております。 

 警務部からは以上でございます。 

 

○江藤生活安全部長 生活安全部でございま

す。 

 それでは、生活安全部から御説明いたしま

す。 

 まず、資料の14ページを御覧ください。 

 第１、県民を犯罪等から守る取組の推進に

ついてでございます。 

 県下の刑法犯認知件数は、令和５年中

6,174件で、前年と比べまして1,230件増加を

しており、本年３月末現在においても、前年

同期と比較しまして増加をしております。 

 県警では、犯罪の発生状況を的確に把握、

分析した上で個別対策を講じるとともに、街

頭防犯カメラシステムの適切な運用や地域住

民に対します効果的な防犯情報の提供を行う

など、地域社会と連携した犯罪の起きにくい

環境づくりのための各種対策を推進してまい

ります。 

 15ページを御覧ください。 

 繁華街総合対策では、新型コロナウイルス

による行動制限が緩和をされまして人流が回

復したことに伴い、客引き等の違法行為によ

る環境の悪化が生じないよう、繁華街の情勢

を的確に分析しながら各種対策を推進してま

いります。 

 16ページを御覧ください。 

 令和５年中の県内におけます電話で「お

金」詐欺の発生状況については、認知件数が

過去５年間で最多となりました。 

さらに、令和５年中の県内におけますＳＮ

Ｓ型投資、ロマンス詐欺の被害額が６億円以

上に上り、極めて深刻な状況にございます。 

 県警では、電話で「お金」詐欺の被害防止

対策としまして、本年４月からでんでんむし

隊による固定電話に防犯機能を付加するサー

ビスや機器の設置等の普及促進活動を開始し

ており、さらに、本年夏からは、固定電話に

防犯機能を付加する機器の購入支援事業を開

始することとしております。 

 資料の18ページを御覧ください。 

 子供や女性を対象としたわいせつ、声かけ

事案の届出件数は、依然として年間1,000件

前後の高水準で推移しております。 

 県警では、性犯罪の前兆となる声かけや付

きまとい等の事案を認知した段階から、専従

の係員が管轄警察署と連携をし、早期に行為

者を特定して検挙、警告等の措置を講じるな

ど、凶悪な性犯罪を未然に防止するための先

制、予防的活動を推進してまいります。 

 19ページを御覧ください。 

 第２、少年の非行防止と保護対策の推進等

についてです。 

 県下の刑法犯少年は、平成16年以降減少傾

向にありましたが、令和３年から３年連続で

増加をしており、ＳＮＳ利用に起因する福祉

犯の被害に遭う少年が後を絶たない状況にあ

ります。 

 県警では、学校等関係機関と連携をし、少

年の非行防止や被害防止の対策をはじめ、非

行少年等の立ち直り、被害少年の回復に向け

た継続的支援活動を推進してまいります。 

 資料の21ページを御覧ください。 

 第３、人身安全関連事案対策についてで

す。 

 ストーカー、ＤＶ、行方不明、虐待事案な

どの人身安全関連事案については、警察本部

に設置をしました24時間３交代の体制におい

て、事案の認知段階から各警察署と連携を

し、被害者等の安全確保を最優先とした組織

的な対応を推進してまいります。 

 資料の24ページを御覧ください。 
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 第４、生活環境事犯の検挙状況等について

です。 

 令和５年中の生活環境事犯の検挙件数につ

いては、437件で、前年に比べ47件増加して

おります。 

 主な検挙事例としましては、外国産アサリ

を熊本県産と産地偽装した不正競争防止法違

反事件等がございます。 

 また、許可等事務についてですが、引き続

き、適正かつ厳格な業務を推進し、不適格者

の排除等に努めてまいります。 

 資料の26ページを御覧ください。 

 最後、サイバー犯罪の検挙状況等について

です。 

 令和５年中のサイバー犯罪の検挙件数につ

いては、176件で、前年に比べ55億円増加し

ております。 

 主な検挙事例としましては、詐欺事件や銀

行口座を他人に譲り渡すなどした犯罪収益移

転防止法違反事件の検挙が多く見られます。 

 また、サイバー関係相談件数は年々増加傾

向にあり、インターネットの利用に不安を抱

える県民が増加している状況がうかがわれま

すので、サイバー犯罪の検挙とともに被害防

止対策を推進してまいります。 

 資料の27ページを御覧ください。 

 第６、地域警察活動についてです。 

 地域警察官は、全警察官の約３割を占め、

24時間体制で警察事象全般に即応する活動を

担っております。そのうち約４割は30歳未満

の若手警察官ですが、県内の刑法犯検挙人員

の約６割は地域警察官が検挙するなど、本県

の治安維持に大きく貢献しており、今後も早

期戦力化と執行力の強化を図ってまいりま

す。 

 資料の29ページを御覧ください。 

 第７、通信指令業務についてです。 

 110番センターでは、令和５年中に約13万

5,000件、１日平均約370件の110番を受理

し、各警察署への指令等を行っております。 

 初動警察活動の要であります通信指令シス

テムは、社会情勢の変化に応じて高度化し、

迅速、的確な警察活動の展開に効果を発揮し

ております。 

 県警では、今後も110番通報に迅速、的確

に対応するため、さらなる職員の技術の向

上、システムの高度化に努めてまいります。 

 生活安全部の説明は以上です。 

 

○松永刑事部長 刑事部の業務概況について

御説明します。 

 資料の31ページを御覧ください。 

 初めに、刑法犯全体の認知と検挙状況で

す。 

 昨年の認知件数は6,174件で、前年比で約

25％増と、大幅に増加に転じています。検挙

件数は3,252件、検挙率は52.7％となってお

り、前年と比較すると、検挙率は6.1ポイン

ト減少していますが、全国平均の41.6％を約

11ポイント上回っています。 

 32ページを御覧ください。 

 重要犯罪の認知と検挙状況です。 

 重要犯罪とは、県民が著しく不安を感じる

殺人、強盗、放火などで、令和５年中は145

件を認知し、101件を検挙しており、検挙率

は69.7％になっています。 

 昨年は、重要犯罪のうち、不同意性交罪や

不同意わいせつ罪等の性犯罪の認知件数が大

きく増加したことで検挙率が低下し、重要犯

罪全体の検挙率を押し下げる形となっていま

す。 

 これら重要犯罪は、住民の体感治安に直結

するものであり、引き続き、迅速、確実な検

挙に努めてまいります。 

 次に、33ページを御覧ください。 

 重要窃盗犯の認知と検挙状況です。 

 重要窃盗犯とは、窃盗犯のうち、強盗など

の凶悪犯罪に発展するおそれがある侵入盗や

ひったくりなどの手口による窃盗のことで

す。 
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 令和５年中は、認知件数が301件で、前年

比で約23％増加した一方、検挙件数は178

件、検挙率は59.1％となっており、前年と比

較して検挙率は約18ポイント減少しています

が、全国平均の51.4％を約８ポイント上回っ

ています。 

 窃盗犯は、刑法犯全体の約７割を占め、県

民の身近で発生する犯罪であることから、検

挙率の改善に向けて、より一層取締りを徹底

してまいります。 

 次に、34ページを御覧ください。 

 詐欺、横領をはじめとした知能犯事件の認

知と検挙状況になります。 

 昨年は、認知件数が434件と、前年比で約

60％増と大きく増加し、検挙件数、検挙人員

もそれぞれ増加しています。 

 増加の要因として、電話で「お金」詐欺や

ＳＮＳ型投資、ロマンス詐欺の増加が挙げら

れますが、それらについては次のページで説

明させていただきます。 

 35ページを御覧ください。 

 電話で「お金」詐欺事件の認知と検挙状況

です。 

 昨年は、架空請求詐欺や還付金詐欺による

手口を中心に104件の被害を認知し、被害総

額は約２億7,700万円で、前年と比較して被

害総額は約5,200万円減少したものの、依然

として深刻な状況となっています。一方、検

挙については、オレオレ詐欺の手口を中心

に、26件、12人を検挙しています。 

 今後も、一人でも多くの被疑者を検挙する

ため、徹底した捜査を行ってまいります。 

 また、近年、新たに問題となっているＳＮ

Ｓ型投資、ロマンス詐欺についても、昨年中

の県内における被害は６億円を超え、電話で

「お金」詐欺以上の被害額となっていること

から、併せて取締りを徹底してまいります。 

 36ページを御覧ください。 

 暴力団対策についてです。 

 県内の暴力団情勢については、本年３月末

現在で、19組織、構成員等約350人を把握し

ております。このうち、六代目山口組系、神

戸山口組系、道仁会系の３団体で全体の７割

を占めています。 

 県警としては、暴力団による犯罪の取締り

を徹底するほか、暴力団対策法や暴排条例を

効果的に適用した暴力団排除対策を推進して

おり、引き続き官民一体となった暴力団排除

対策に取り組んでまいります。 

 次に、資料の38ページを御覧ください。 

 薬物・銃器対策についてです。 

 令和５年中における薬物事犯の検挙人員は

123人、うち覚醒剤事犯が63人、大麻事犯が

55人で、いずれも前年から増加しています。 

 特に、大麻事犯については、全国的に若年

層の蔓延が問題となっており、本県において

も、検挙人員の約８割を30歳未満の若者が占

めていることから、取締りと併せて、薬物乱

用防止に関する広報啓発にも努めています。 

 あわせて、銃器事犯の取締りについても徹

底してまいります。 

 次に、39ページを御覧ください。 

 来日外国人犯罪の検挙状況です。 

 令和５年中は、検挙件数52件、検挙人員41

人でした。 

 検挙人員を国籍別に見ますと、ベトナム人

が全体の58％と最も多く、次いで、中国人、

フィリピン人となっています。罪種別では、

窃盗罪が全体の約34％を占め、最も多くなっ

ています。 

 今後も、外国人犯罪への対処能力の強化を

図るため、海外語学研修や通訳体制の充実強

化にも努めてまいります。 

 以上、刑事部としましては、被疑者を検挙

することで県民の皆様の犯罪被害に対する不

安感を払拭し、より安全、安心が実感できる

よう、本年もさらなる取組を推進してまいり

ます。 

 以上です。 
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○内田交通部長 続きまして、交通部から御

説明いたします。 

 まず、資料の40ページを御覧ください。 

 第１、交通事故情勢についてです。 

 (1)のグラフは、過去５年間の推移を表し

たものです。 

 令和５年中の交通事故につきましては、死

者は前年から減少し、統計の残る昭和23年以

降最少である37人となりましたが、発生件

数、負傷者数はやや増加しております。 

 下の状態別死者数の推移を御覧ください。 

 本県の死者の多くは歩行中と四輪乗車中で

あり、特に歩行者の安全確保に関する対策を

強化しております。 

 次のページの(2)の交通死亡事故の特徴を

御覧ください。 

 年齢層別では、全死者に占める65歳以上の

高齢者の割合が約７割と依然として高く、引

き続き高齢者対策も課題であります。 

 (3)から(5)までは、重点的に対策を講じて

いきます高齢者、18歳未満の子供、そして自

転車が関係する事故の特徴をそれぞれ示して

おります。 

 資料の43ページを御覧ください。 

 第２、総合的な交通事故抑止対策を御説明

いたします。 

 まず、１の交通部の推進施策についてで

す。 

 県警察において、本年の運営重点の一つと

して掲げている安全かつ快適な交通の確保を

実現するため、交通部では、資料に記載して

おります５つの推進施策に重点を置いて取り

組むほか、令和３年に可決いただきました熊

本県の交通安全水準のさらなる向上に関する

宣言決議の内容を踏まえ、対策に取り組んで

おります。 

 具体的な対策につきましては、次の２、推

進事項に記載しております(1)の歩行者の安

全確保による交通死亡事故の抑止について

は、本年も引き続き、アの歩行者保護啓発活

動やイの横断歩行者等妨害等違反取締り、ウ

の宣言決議を踏まえた対策として、補修が必

要な横断歩道の整備に力を入れてまいりま

す。 

 そのほか、資料44ページの(2)子供・高齢

者等に対する総合的な交通安全対策の推進か

ら、46ページの(4)飲酒運転等を行う悪質・

危険運転の排除につきましては、それぞれ記

載しておりますとおり、各施策を、(5)ルー

ル・マナー遵守の徹底による自転車安全利用

の促進につきましては、法改正に伴い努力義

務となった自転車乗車中のヘルメット着用を

含めた広報啓発と併せ、記載の取組を推進し

ております。 

 次に、資料47ページを御覧ください。 

 第３、その他について御説明いたします。 

 １、効果的な交通安全情報の発信について

です。 

 資料には、実際に表示しております交通情

報板やユーチューブ動画などを掲載しており

ます。 

今後も、県民の皆様に関心を持っていただ

けるような交通安全意識を高める効果的な情

報発信に努めてまいります。 

 次に、資料48ページの２、半導体産業集積

強化に伴う交通警察の対応についてです。 

 (1)の交通安全施設等の整備等につきまし

ては、半導体産業を中心とした大企業の熊本

への進出に伴い、周辺道路では通り抜け車両

が増加するなど、交通環境の変化が見られる

ことから、通学路の安全確保に向け、交通安

全施設を計画的に整備するなど、適切に対応

してまいります。 

 また、熊本都市圏及び菊池南部地域におけ

る交通渋滞につきましては、県警としまして

も重要な課題であると認識しているところで

あり、知事の下、新たに設置された渋滞解消

推進本部などを通して、道路整備や公共交通

機関の利用促進を担当する部局と連携しなが

ら、車両感知器の整備や信号制御の見直しな
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ど、渋滞解消に向けたさらなる対策を推進し

てまいります。 

 (2)の外国の運転免許証から日本の運転免

許証への円滑な切替えにつきましては、申請

者が増加することが予想されておりますの

で、迅速で円滑な運転免許の切替えができる

よう努めてまいります。 

 続いて、３のマイナンバーカードと運転免

許証の一体化についてです。 

 令和７年３月までに、マイナンバーカード

と運転免許証の一体化に関する改正道路交通

法が施行される予定です。 

この改正に伴い、いわゆるマイナ免許証が

利用できることとなり、各種手続等におい

て、県民への様々なメリットが見込まれると

ころであります。 

 この免許制度の大きな変革に的確に対応す

るため、警察署への指導、教養など、円滑な

業務遂行に万全を期してまいります。 

 以上で交通部の説明を終わります。 

 

○八木警備部長 警備部です。 

 引き続き、警備部の業務概況について御説

明いたします。 

 資料の49ページを御覧ください。 

 第１の情勢に対応した警護警備の徹底につ

いて申し上げます。 

 県警では、令和４年７月に発生した安倍元

総理銃撃事件の検証結果を受け、警察庁との

連携、現場指揮、対処体制の強化、教養訓練

の推進などを目的として、昨年春から警備部

警備第二課に警衛・警護室を設置しておりま

す。 

 現在、地元選出の国会議員３人が警護対象

者に指定されており、数多くの警護に当たっ

ておりますが、綿密な実地踏査による危険度

評価を行い、警察庁による事前審査を経て警

護計画を策定し、一元的な指揮により警戒の

空白を生じさせない警護を実施しておりま

す。 

 また、警護員個々の対処能力の向上や高度

な警護能力の習得に資する教養訓練をはじ

め、警視庁警護研修への派遣など、将来を見

据えた人員の育成等を進めることで、今後も

警護対象者の身辺の安全確保に万全を努めて

まいります。 

 続いて、資料の50ページを御覧ください。 

 第２の大規模災害等緊急事態対策の強化に

ついて申し上げます。 

 令和５年中の災害警備活動につきまして

は、大雨洪水警報の発表や台風６号の接近等

に伴い諸対策を講じましたが、部隊活動を必

要とするまでの大きな被害の発生はございま

せんでした。 

 県警では、引き続き、大規模災害等緊急事

態への対処態勢を強化するため、資料の50ペ

ージ下段、２、対処態勢の強化に記載してお

りますように、廃車を活用した訓練や土砂災

害を想定した採石場における救出救助訓練、

小型重機、ドローン等を用いた操縦訓練な

ど、実戦的訓練を実施してまいります。 

 このほか、資料の52ページ中段から53ペー

ジにかけて記載しております災害用装備資機

材の整備も併せて進めてまいります。 

 続いて、資料の54ページを御覧ください。 

 第３の経済安全保障対策の推進について申

し上げます。 

 近年、安全保障の裾野が経済、技術分野に

急速に拡大する中、本県では、ＴＳＭＣの進

出により先端技術を有する企業集積の動きが

活発であり、また、教育研究機関において

も、先端技術を担う学部等が新設されるな

ど、県内企業等が有する先端技術の国外流出

の懸念が高まっております。 

 これら情報が流出した場合、我が国の安全

保障上重大な影響が生じかねないことから、

警察では、その未然防止対策に取り組んでお

ります。 

 具体的な取組としましては、警備部外事課

経済安全保障係を中心に、技術情報等の流出



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和６年７月１日) 

 - 15 - 

をめぐる情勢や具体的事例などを、企業等向

けに講演、個別説明するアウトリーチ活動を

積極的に推進しております。 

 引き続き、官民連携ネットワークである熊

本県技術情報流出防止ネットワークなどを通

して関係機関と連携し、先端技術情報の流出

防止対策を推進してまいります。 

 最後に、資料の56ページを御覧ください。 

 第４の大規模イベントを見据えた警備諸対

策の推進について申し上げます。 

 我が国を標的とするテロの脅威は、国外に

おいて、日本人や我が国の関連施設等の権益

がテロの標的となった事案が現に発生してお

り、本県も例外ではありません。 

 こうした中、県警では、テロの未然防止対

策として、爆発物の原料となり得る薬品等の

販売業者やテロに利用される可能性があるイ

ンターネットカフェなどの宿泊施設やレンタ

カー業者等への管理者対策、関係機関と連携

した各種訓練や啓発活動等に取り組んでおり

ます。 

 引き続き、関係機関や県民の皆様の御理解

と御協力をいただきながら、テロの未然防止

に向けた各種対策を推進してまいります。 

 警備部からの説明は以上です。 

 

○中村亮彦委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、主要事業等について質疑を

受けたいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○岩田智子委員 木村新知事になって、マニ

フェストの中で教育に関して、ここでも、教

育長もおっしゃいましたけれども、世界に伍

する質の高い教育の実現という文言があるん

ですが、その世界に伍する質の高い教育の実

現というのを、私もどんな教育なのかなと自

分なりにも考えているんですけれども、具体

的に教育長はその木村知事のマニフェストを

どう捉えられているのか、ちょっとお聞きし

たいなと思っているんですけれども。お願い

します。 

 

○白石教育長 ありがとうございます。 

 具体的には、いわゆるマニフェストを踏ま

えた４か年戦略みたいなものを今県庁全体で

作業されていまして、それで具体的になって

くると思うんですけれども、我々としまして

は、幾つかマニフェストの中にもありますけ

れども、まず、やはり高校教育について、結

構木村知事のほうも関心が高くあられて、い

わゆるＴＳＭＣとか、そういったいろんな状

況が大きく国際化、グローバル化の中で、高

校教育、それから人材育成あたりにしっかり

そういった人材を育成していきたいというの

が一つ大きくあるのかなというふうに思って

おりますし、それ以外にも、高校教育に限ら

ず、例えば英語教育の問題とか、やはり最終

的にグローバル人材を育成するためのそうい

った取組あたりも視野に入れているのかなと

いうふうに思っております。 

 それと、障害の教育とか、障害者の特別支

援学級への取組とか、それから不登校に対す

る教育支援みたいなものも、モデル的なもの

をつくっていきたいというふうに考えていら

っしゃるんだろうというふうに思っておりま

す。 

 簡単ですけれども、以上でございます。 

 

○岩田智子委員 ありがとうございます。 

 やっぱりコロナも明けて、海外に留学をし

たり、そういう子供たちも増えているんです

よね。その子たちとか保護者の話を聞くと、

やっぱり日本の子供たちが外国に行って対等

にいろいろ物事を言う、何かなかなか自主的
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に、自分の思いを言えない、でも、向こうの

子供たちが、もう本当にそれぞれ自分の考え

たことを物おじせず言うような環境の中で、

本当に帰ってきたときにもう別人のようにな

って帰ってくるというような話も聞いて、や

っぱりそういうところで世界に伍するという

のもあるのかなと私も考えてですね。 

 やっぱり、これから、言われて、指示待ち

とか、指示されてきちんとするというより

も、自分の考えで何かいろいろできるという

ような子供たちをつくるということが、何か

世界に伍する教育なのかなと私なりにはちょ

っとそういうのを考えましたので、最初に教

育長の説明のことでお尋ねをしました。 

 ちょっとまた後で整理して、ほかの質問が

ありますけれども、どうぞほかの人に。 

 

○中村亮彦委員長 ほかにございますか。 

 

○南部隼平委員 警察本部の刑事部のところ

で、39ページですね。 

 来日外国人の方の対策ということで、検挙

状況というのがあるんですけれども、検挙の

人員が、まあ検挙に関しては少し増えている

という状況ですけれども、ここにはちょっと

書いてないんですけれども、検挙率みたいな

というのは、情報は分かっておりますか。認

知しているのとその検挙率というのを教えて

いただけますでしょうか。 

 

○松永刑事部長 お答えします。 

 外国人犯罪に限っての認知というのは、検

挙するまでちょっと分かりませんので、これ

はあくまで検挙した数と検挙人員になりま

す。 

 一般に犯罪が発生している犯罪の統計につ

きましては、刑法犯とか特別法犯とか、罪種

別の認知、検挙状況になりますので、その中

に含まれているのがこの外国人の犯罪の検挙

人員と検挙件数でございます。 

 以上です。 

 

○南部隼平委員 それが確定するというか、

なかなかそこは分からないと思うんですけれ

ども、熊本も一時期からかなり増えておりま

す。我々の周りにも、非常に外国の方も多い

と。 

一方で、外国人の通報件数とかも上がって

いるということで、外国の方がしっかり住み

やすいという環境もつくっていきながら、た

だ、そういった犯罪件数というのも今後増え

てくる、全国的に見てもこういったものが問

題になっているところがありますので、ぜひ

そちらに関してもまた注視してやっていただ

ければと思います。答弁は結構です。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○橋口海平委員 教育委員会のほうの７ペー

ジ、教育情報化の推進の２番、新規事業の熊

本県公立学校情報機器整備事業についてです

が、この１人１台端末というのは、もう貸与

しているというような状況だというふうに思

っております。 

 その中で、更新というのは、ソフトの更新

だったり、そもそも機材の更新だったりとい

うのはいろいろあると思うんですが、この更

新ってどういった内容なのかをちょっと教え

ていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

 

○岸良教育政策課長 お答えします。 

 こちらで記載しております、御説明させて

いただきました端末の更新というのは、端

末、つまりハードのパソコンのほうの更新で

ございます。 

各ところに、現在、国からの支援ももらっ

ておるんですけれども、端末の更新時期とい

うのが各市町村及び県立学校の部分について
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も来ておるところでございまして、そちらの

更新時期に合わせて端末を新しいものに切り

替えていく。 

 ただ、その場合、端末のみならず、基本的

にはソフト面も含むパッケージで入替えを行

うことが多うございますので、そういう意味

ではソフト面についても新しいものというの

が入ってくることになるところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○橋口海平委員 分かりました。 

 この更新というのは、今のところ多分全部

税金のほうでやっているんだろうなというふ

うに思っております。 

これが、毎年毎年このような金額がかかっ

てくる中で、これって、今後もずっと続いて

いくと、非常に莫大な金額になるんじゃない

かなという心配をしているんですが、何が聞

きたいかというと、こうやってその――今は

そういうふうに全部税金でやっても、いつか

はやっぱり使っている方たちから少しずつで

もとか、そういう徴収をするとかという考え

とかも将来的には考えているんでしょうか。 

 

○岸良教育政策課長 教育政策課です。お答

えします。 

 まず、すみません、今回、予算をこちらに

計上しております端末の更新に公費を入れて

いる部分については、基本的に市町村立学校

の部分でございます。こちらについては、今

回の更新に当たっては、公費で全額を見ると

いう形を想定しております。 

 こちらの更新は、毎年やるものではござい

ませんで、一定期間ごとに入替えが生じて、

そのタイミングで更新をすると。ちょうど

今、今年度、来年度あたりを山として更新を

行うと、そのための更新の基金を造成する等

して支援をしているというところでございま

す。 

 今回、まだ国のほうから、じゃあ次の更新

の時期において、どのような国費の入れ方を

するのか等については、まだ明確な方針は出

ておりませんので、我々としても、状況を注

視しつつ、県内のニーズも踏まえて、しっか

り国に伝えていきたいと考えております。 

 一方で、県立高校に関しては、次の更新に

関しては、基本的な考え方をＢＹＯＤ、つま

り家庭のほうで自分に必要な端末を購入する

ということをベースラインとして考えており

ます。 

 ただし、こちらについても、当然、家計の

苦しい御家庭など支援が必要な場面も想定さ

れております。そちらに関しての対応に関し

ては、国への要望なども含めまして、ちょっ

と今対応を検討しつつ、できることを進めて

いるという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 すみません、ちょっと関連

して確認なんですけれども、今課長の説明の

中で、この予算はパソコンの更新に使うとい

うふうに御説明をされたと思うんですけれど

も、これは、ただ、今ちょっと橋口委員の話

は、どうも私の認識だと、子供さんたちに今

貸与しているタブレットの話じゃないかなと

思ったんですけれども、今課長がお話しされ

ていたのは、これはタブレットの話ですか、

それとも各学校にあるＰＣとか先生方が使っ

ているパソコンの話なんですか、どっちなん

ですかね。 

 

○岸良教育政策課長 お答えします。 

 つまり、今私が申し上げたのは、１人１台

ごとに貸し出されている端末のことでござい

まして、それは、自治体によっては、特に市

町村に関しては、どの端末、つまりｉＰａｄ

を入れるのか、クロームブックというグーグ

ルのパソコンを入れるのか、ウィンドウズの

タッチもできるパソコンを入れているのか、
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サーフェスとかをよく使いますけれども、そ

ういうものを入れるのかというのは自治体ご

との判断にもなっておりますので、同じも

の、子供一人一人に貸し出しているパソコン

の御説明をしたところでございました。 

 

○池田和貴委員 はい、分かりました。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○髙野洋介委員 ８ページの人材確保につい

て学校人事課にお尋ねしたいんですけれど

も、義務教育と高校の先生たちがいらっしゃ

ると思いますけれども、不足分というのは、

義務教育と高校教育のほうで何名ずつぐらい

教員は不足しているんですか。 

 

○清塘学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 今おっしゃるところが、先生の今どれぐら

い欠員があるかというところだと思うんです

けれども、昨年度の定員がどれぐらい不足し

ていたかというのを今ちょっと整理している

ところで、現時点でちょっと情報は整理でき

てないところでございます。 

 ただ、おっしゃるとおり、不足している部

分は間違いございませんので、それについ

て、いかに確保するか、例えば、一般の普通

の常勤の先生だけでなく、非常勤とか、臨採

の先生とか、そういったことも含めて、どれ

ぐらい足りていたか、足りてなかったかとい

うのをちょっと整理させていただいていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

 

○髙野洋介委員 だったら、昨年度じゃなく

て、その前の年のデータでもよかっですけ

ど、要は何を言いたいかというと、不足分と

いうのは、恐らく正職員の不足分なのか、ほ

かに臨採とか、ほかの先生方を入れてからの

不足分なのかというのを分けて考えないと、

あくまでも正職員分で何名足りないのか、そ

れをどういうふうに補っているのかというの

をきちんと出さない限り、私はこの解決はな

いと思っています。 

 学校現場は、子供たちからすると、この人

は正職員、この人は臨採というのは全く区別

がつかないので、同じような仕事をされてい

る中で、個人たちで私は正職員、臨採という

のをされていますよね。 

で、臨採の方は、次の正職員になるため

に、日頃の仕事をしつつ、臨採採用の対策も

しなければいけないわけで、臨採と正職員が

あんまりふだんやっているのが変わらないの

に、そこで何か差があるんですよね。 

 だから、その際、何かデータ的に欲しいの

は、どういった待遇の違いがあるのか、金銭

的な待遇だとか、福利厚生の観点でどういう

待遇の差があるのかというのも出してくださ

い。そうしないとなかなか議論ができません

ので、そこも含めて、今後またデータがあっ

たら教えていただきますようによろしくお願

います。もう答弁要りませんので。 

 続けていいですか。 

 警察本部に１点お尋ねなんですけれども、

刑事部でも構いませんけれども、刑法犯の認

知件数は増えているということは、熊本県の

治安というのは悪くなっているというふうに

認識をしていいのか、また、検挙率がどんど

ん下がっていく理由を分かる範囲で教えてい

ただきたいと思いますけれども、その２点、

お願いいたします。 

31ページですね。刑法犯認知件数が、昨年

度に比べて1,230件増えていますよね。 

 

○松永刑事部長 刑事部でございます。 

 まず、１点目の刑法犯の認知件数が増えた

ことによって治安が悪化しているかどうかに

ついての認識だと思います。 
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 これにつきましては、刑法犯の認知件数を

押し上げているのが、主にですけれども、万

引きですとか自転車盗、こういった犯罪が非

常に増加しております。 

 一概にコロナが明けたからこれが増えたと

いうわけではございませんけれども、そうい

った犯罪が増えていることによって、即治安

が急激に悪化したかと言われれば、そこまで

の受け止めではございません。 

 次、２点目でございます。 

 検挙率が低下したことについてでございま

す。 

 刑法犯の検挙数、検挙人員自体について

は、増加しております。ただ、母数でありま

す刑法犯の数自体が増えたことによって、必

然的に検挙率は下がったという認識でござい

ます。 

検挙自体は引き続き強力にやっていくとい

うことで、特に検挙率が下がったからといっ

て治安が悪化しているという認識ではござい

ません。 

 

○髙野洋介委員 分かりました。 

 いろんな要因があって、万引きだとか自転

車窃盗だとか、そういうのが増えているとは

思いますけれども、やっぱりその小さいそう

いう犯罪でも、店からすると、万引きだった

ら死活問題になったり、やっぱり取られたほ

うからすると、自転車でも、そこはあまりい

い気持ちはしないし、やっぱりいろんな要因

がありますので、そこは厳しくやっていただ

きたいと思いますけれども、先ほど説明があ

りましたけれども、やっぱり警察の人員の数

も少なくなっているというふうに伺っていま

す。 

 ですから、やっぱり、国家公安委員長が今

熊本選出の国会議員でございますので、松村

大臣にでも、委員会として、また我々とし

て、直接やっぱり人員については要望もしな

ければいけないというふうに思いますので、

そういったところはまた委員会と県警と一緒

になって要望をさせていただきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○池田和貴委員 すみません、教育委員会の

22ページ、義務教育課にちょっとお尋ねをし

たいんですが、この22ページの３番ですね。

日本語の指導推進事業、これは主要事業なの

で、もう当初予算で予算とかはされていて、

多分その中で説明されたかというふうに思う

んですが、すみません、私そのとき委員会に

いなかったので。 

 外国にルーツを持つ日本語指導が必要な児

童に対して、これは、学校で何校ぐらいあっ

て、何人ぐらいが対象としてされているので

しょうか。 

 

○井手義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 今手持ちで持っている人数、今現在、令和

３年の数字――昨年の数字はまだ公表されて

ないんですけれども、令和３年で76名、熊本

市を除いて日本語指導が必要な児童生徒の数

です。恐らくもう増加していると思いますの

で、もう少し増加しているのが昨年、今年度

の人数だと思われます。 

 学校数は、ちょっとすみません、何校とい

うのはちょっと分からないんですけれども。 

 

○池田和貴委員 分かりました。 

 令和３年度の数字であれば、まだＴＳＭＣ

の進出が報道される前の年度の数字だと思う

んですね。今後は、さらにこれが増えていく

ということは特に想定されます。特に、県北

のほうはやはり多いんじゃないんでしょう

か。 
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 それと、やはり日本の人口減少に伴って、

外国人の労働者の方を入れたいという動きが

かなりいろんな業種で増えております。 

今までは、技能実習の制度と特定技能の制

度があって、特定技能の制度だと家族を一緒

に帯同できる、技能実習はこれはできないと

いうことだったんですが、これがやっぱり制

度的に家族帯同も許せるような制度に移行し

ていくと思うんですね。 

とすると、やはり当然外国語にルーツを持

つ子供さんたちも増えると思うので、そうい

うことも見据えて、この事業は今後重要にな

ってくるんじゃないかと思いますので、ぜひ

ここをやっていただきたいということを要望

しておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○岩田智子委員 教育委員会のほうの８ペー

ジです。 

 学校における働き方改革の推進で、教頭マ

ネジメント支援員というのがここに書いてあ

るんですけれども、ちょっと私、これは知ら

なかったので、教えてください。 

 

○清塘学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 教頭マネジメント支援員というのは、今年

度、新規で事業をしているもので、具体的に

は、義務教育の教頭のマネジメントというこ

とで、今10名の確保をやっております。 

 どういう配置をしているかといいますと、

御覧のとおり、大規模校には教頭が２人配置

できるところがあるんですけれども、それよ

りもちょっと若干少ないけれども大規模校の

ところに今回の数字のところに今配置をし

て、どういういい影響が出るかというのを今

試させていただいているというのが、今年度

からスタートしている事業でございます。 

 以上でございます。 

 

○岩田智子委員 ありがとうございます。 

 ここに書いてある業務支援員とか、学校の

先生方、本当に助かるという声を聞いていま

す。 

また、その教頭マネジメントも、そうやっ

て準大規模校とかに入れていらっしゃるとい

うことで、随分いいのではないかなと思いま

すけれども、現場の声を聴くと、やっぱりも

う、さっき髙野委員からもありましたけれど

も、不足されている学校とかもたくさんあっ

て、管理職が動き回っていらっしゃるところ

も多々あられるそうです。 

それとか、養護の教員になりたかったんだ

けれども担任をしているとか、栄養教諭なん

だけれども担任をしているとか、そういう話

も聞いています。 

 その次の人材確保にも関わるんですけれど

も、本当に今もう喫緊の課題というかな、教

員募集というか、教員になっていただかない

と、本当今後どうなるのかなというふうな心

配もしていますので、義務教育の場合、その

学校の支援員さんとかは市町村で賄っている

ところもありますので、ぜひ何か市町村でそ

ういう支援員さんが来られるような、補助と

かしっかりしていただきたいと思っています

し、いろんな募集が多分されていると思うん

ですけれども、しっかりそれが採用されてい

るのか、募集に見合って応募があるのかどう

かというのもとても心配をしています。その

辺はどうですか。 

 

○清塘学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 今おっしゃったとおり、教員業務支援員、

こちらに記載しておりますが、ここも一応県

のほうで163名、これは義務教育に関して配

置をさせていただいているんですけれども、
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やはりなかなか年度最初から賄えないとか、

中途で辞められるとか、そういったところも

やっぱり若干ございますので、委員おっしゃ

るとおり、しっかりとした確保につなげたい

と思っております。 

 あと、先ほどおっしゃられた市町村独自と

いうのも、よく多いのが特別支援学級とかの

補助員とか、そういったやつについては市町

村でも対応されているところが多いんですけ

れども、そういったところも、今は地方交付

税の算定基礎にも入っている、予算措置もさ

れてはいるんですけれども、県としまして

も、そういった確保も含めて、きちっと対応

できるように目配せをしてまいりたいと考え

ております。 

 

○岩田智子委員 ありがとうございます。 

 本当に、今、いろいろ現場をちょっと回っ

たりして先生方の声も聴いているところなの

で、ぜひ働き方改革の推進と人材確保をよろ

しくお願いしたいと思います。 

 今日、ちょっと見渡してみて、本当に女性

がいないなというのを改めて思いまして、教

員採用試験に女性の応募が何か少なくなって

いる。 

昔は、小学校の先生って女性ばっかりの学

校とかもあったんですけれども、ちょっと今

少なくなっているというのを聞いて、やっぱ

り働きにくい場所になっているのかなとかい

ろいろ考えますので、その辺もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○髙井千歳委員 警察の方にお聞きしたいん

ですけれども、39ページ、外国人犯罪の検挙

状況というところなんですけれども、犯罪の

検挙状況でなくて、技能実習生だったりとい

う方々が日本全国で年間約１万人ぐらい失踪

されるという報道をこの間見たんですけれど

も、県内の状況というのがもし分かれば教え

ていただきたいなと思うんですけれども。 

 

○松永刑事部長 県警のほうでは、在留外国

人の把握はしておりますけれども、失踪のほ

うは法務省の所管になると思います。 

 

○髙井千歳委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

(｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○中村亮彦委員長 なければ、以上で質疑を

終了します。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案等について、教育委員会、警察

本部の順に説明を求めた後、一括して質疑を

受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、担当課長から、議案第１号から

説明をお願いします。 

 

○岸良教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 お手元の説明資料、令和６年度６月補正予

算等と記載の資料を御覧ください。 

 ２ページ、右側説明欄をお願いいたしま

す。 

 熊本県教育情報化推進事業ですが、こちら

は、先ほども説明したとおり、校務支援シス

テム及びネットワークシステム等の再構築に

向けた調査検討等に要する経費を計上するも

のでございます。 

 ２の国庫支出金返納金ですが、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の事
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業費が確定したことに伴い、超過交付となっ

た国庫支出金の返納金を計上するものでござ

います。 

 なお、学校人事課、高校教育課及び特別支

援教育課につきましても、同様の理由による

補正を計上しておりますので、各課からの説

明は省略させていただきます。 

 教育政策課の説明は以上でございます。 

 

○舟津文化課長 文化課でございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 １段目の文化費の右側１、文化財調査費の

(1)埋蔵文化財発掘調査(受託)事業ですが、

これは、国の建設事業に伴います埋蔵文化財

発掘調査の受託に要する経費でございます。 

 次に、２、文化財保存管理費の(1)鞠智城

整備事業でございますが、これは、鞠智城跡

の特別史跡指定に向けた若手研究者の育成及

び特別研究成果報告会の実施に要する経費で

ございます。 

 文化課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 施設課でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 １段目、右側説明欄の(1)県立高等学校施

設整備事業及び２段目の(1)特別支援学校施

設整備事業ですが、これは、県立学校施設の

長寿命化改修、老朽化に伴う不具合箇所の改

修、設備の更新等を行うものでございます。 

 高等学校におきましては、八代農業高校泉

分校の長寿命化改修設計のほか38件、特別支

援学校におきましては、大津支援学校小中学

部棟空調設備更新工事のほか６件に要する経

費を計上しております。 

 次に、２段目の(2)特別支援教育環境整備

事業ですが、これは、特別支援学校で学ぶ児

童生徒の増加に伴い、知的障害特別支援学校

の普通教室などの整備を行うものでございま

す。大津支援学校高等部校舎増築工事に要す

る経費を計上しております。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○坂本高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 主なものを御説明いたします。 

６ページ上段をお願いします。 

 事務局費の右側の１、事務局運営費等の

(1)県立高校魅力化きらめきプランですが、

これは、県立高校の魅力化、特色化を推進す

るための国際バカロレア導入や地域未来留学

参画に要する経費でございます。 

 次に、(2)人吉高校五木分校魅力向上プロ

ジェクトですが、これは新規事業で、人吉高

校五木分校の魅力向上及び入学者増による五

木村の活性化を図るため、東京大学先端科学

技術研究センターとの連携による五木独自の

資源を活用した地域課題解決型の探求活動等

の推進に要する経費でございます。 

 次に、(3)県立高校すまいの確保支援事業

ですが、これは新規事業で、県立高校へ県内

外から通う生徒の住まい確保を図るため、市

町村が実施する家賃や食事の支援に要する経

費を助成するものでございます。具体的に

は、高森町が行う下宿事業に対する助成とい

うことになります。 

 続きまして、７ページ上段をお願いしま

す。 

 教育振興費の右側の１、高等学校等進学奨

励費の(1)奨学のための給付金事業ですが、

これは、経済的理由により就学困難な高校生

等への給付金や育英資金貸付金事業を全行程

電子化するシステムの検討に要する経費でご

ざいます。 

 下段をお願いします。 

 学校建設費の右側の１、県立高等学校施設

整備費の(1)高森高校環境整備事業ですが、

これは、マンガ学科を開設した高森高校にお

いて、入学者の教育環境を確保するため、普

通教室や実習室等の整備に要する経費でござ

います。 
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 高校教育課の説明は以上です。 

 

○松本特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 ８ページをお願いします。 

 教育指導費の右側の１、学校教育指導費の

(1)発達障がい等支援事業ですが、こちら

は、県立高等学校に在籍するトイレや着替え

等の日常生活動作に支援を必要とする生徒に

対し、合理的配慮を提供するために必要な介

護福祉士の派遣に要する経費でございます。 

 次に、(2)医療的ケア児等支援事業です

が、こちらは、県立高等学校で医療的ケアを

実施する看護師１人の追加派遣に要する経費

でございます。 

 次に、(3)特別支援学校の教育環境改善の

ための調査研究ですが、こちらは新規事業

で、県立特別支援学校の中には、長寿命化改

修では解決が困難な個別課題を抱えている学

校が６校、その６校の教育環境改善に向けた

対応のため、専門業者による調査及び研究に

要する経費でございます。 

 特別支援教育課の説明は以上です。 

 

○木山学校安全・安心推進課長 学校安全・

安心推進課でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 教育指導費の右側の１、児童生徒の健全育

成費の(1)生徒指導支援事業ですが、これは

新規事業で、学校だけでは解決が困難な事案

の解決のため、学校運営に知見を有する教育

職経験者を学校問題解決支援コーディネータ

ーとして配置し、行政による支援体制を構築

するための経費でございます。 

 次に、(2)不登校支援・適応指導事業です

が、これも新規事業で、不登校の未然防止及

びその解消を図り、児童生徒の学びを支援す

るための市町村教育支援センターの設置等及

びオンライン教育支援センターの設置に向け

た研究に要する経費でございます。 

 学校安全・安心推進課の説明は以上です。 

 

○濱本体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 10ページをお願いします。 

 １段目の保健体育総務費の右側の１、学校

保健給食振興費の(1)熊本県学校保健会補助

ですが、これは、公益財団法人熊本県学校保

健会の運営補助に要する経費を計上するもの

でございます。 

 ２段目の体育振興費の右側の１、学校体育

振興費の(1)学校体育団体育成事業ですが、

これは、全国高等学校体育大会へ出場する選

手の派遣費補助等に要する経費を計上するも

のでございます。 

 次に、２、社会体育振興費の(1)体育団体

運営費補助ですが、これは、公益財団法人熊

本県スポーツ協会の運営補助に要する経費を

計上するものでございます。 

次に、(2)県民スポーツ振興事業ですが、

これは、スポーツ推進委員の研修等に要する

経費を計上するものでございます。 

 ３段目の体育施設費の右側の１、県営体育

施設管理費の(1)運動公園管理運営費です

が、これは、県民総合運動公園の混雑予想時

における警備員配置等に要する経費を計上す

るものでございます。 

 次に、２、県営体育施設整備費の(1)熊本

県・市町村体育施設等予約システム運営事業

ですが、これは、令和６年度をもって利用で

きなくなる現在運用中の予約システムの更新

に要する経費を計上するものでございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○井手義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 11ページをお願いいたします。 

 教育指導費の右側１、学校教育指導費の

(1)学力向上対策事業ですけれども、これ

は、県内の抽出校における英語のスピーキン
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グテストの実施に伴う経費を計上するもので

ございます。 

次に、(2)海外留学促進事業ですけれど

も、これは、高校生の海外留学及び進学に対

する渡航経費の助成等に要する経費を計上す

るものでございます。 

 義務教育課の説明は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 12ページをお願いします。 

 １段目の社会教育総務費の右側の１、社会

教育諸費の(1)社会教育関係団体補助です

が、これは、県子ども会連合会や県公民館連

合会等、社会教育関係団体が実施する事業に

対する助成でございます。 

 ２段目の図書館費の右側の１、事業費の

(1)くまもと文学・歴史館の運営及び充実で

すが、これは、明治、大正を中心とした県の

行政文書について、資料価値を広く周知する

ための講演会の開催や目録作成に要する経費

を計上するものでございます。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 施設課でございます。 

 13ページをお願いいたします。 

 １段目から３段目までの八代農業高校泉分

校、宇土高校、天草拓心高校マリン校舎の整

備事業ですが、これは、各学校の長寿命化改

修設計委託に係る工期を21か月程度確保する

必要があるため、次の４段目の大津支援学校

整備事業につきましては、大津支援学校高等

部校舎増築工事の工期を17か月程度確保する

必要があるため、それぞれ債務負担行為を設

定するものでございます。 

 ５段目の特別支援学校仮設校舎賃借です

が、これは、令和５年度において、大津支援

学校の仮設校舎の賃借料として債務負担行為

を設定しておりますが、今回、一部仕様の変

更に伴い、賃借料を変更する必要があるた

め、改めて令和７年度の債務負担行為を設定

させていただくものでございます。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○清塘学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 14ページからは、明許繰越しの御報告でご

ざいます。 

 14ページ上段をお願いいたします。 

 高等学校費の県立学校原油価格・物価高騰

対策事業費でございますが、これは、県立学

校における給食について、保護者の負担を増

加させることなく質や量を維持するための国

補正予算を活用した事業です。国からの交付

決定が令和６年度になったことにより、年度

内の執行が困難となったため、繰り越したも

のでございます。 

 学校人事課の説明は以上です。 

 

○舟津文化課長 文化課でございます。 

 14ページ下段をお願いします。 

 １段目から３段目の社会教育費、美術館分

館保全改修費ほか２件でございますが、工法

の変更や資材の調達に日数を要し、年度内の

執行が困難となったものでございます。 

 ４段目の教育災害復旧費、文化財災害復旧

費でございますが、これは、入札不調、工法

の変更等に日数を要し、年度内執行が困難と

なったものでございます。 

 文化課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 施設課でございます。 

 15ページをお願いいたします。 

 １段目、高等学校費の高等学校校舎新築・

増改築事業費ですが、これは、熊本工業高校

実習棟改築工事につきまして、工事発注に当

たり、入札不調等により適正な工期を確保す

ることができず、繰り越したものでございま

す。 

 次に、２段目の高等学校費の高等学校施設

整備事業費ですが、これは、小川工業高校長
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寿命化改修工事ほか８件につきまして、工事

発注後に建設資材の納入が遅れたこと等によ

り、繰り越したものでございます。 

 ３段目の特別支援学校費の特別支援学校施

設整備事業費ですが、これは、松橋支援学校

小中学部トイレ改修工事ほか４件につきまし

て、国の補正予算に伴う事業であり、国の交

付決定が令和６年２月になったこと等によ

り、繰り越したものでございます。 

 最後、４段目の特別支援学校費の特別支援

教育環境整備事業費ですが、これは、球磨支

援学校グラウンド改修工事ほか２件につきま

して、工事発注に当たり、入札不調等により

繰り越したものでございます。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○坂本高校教育課長 高校教育課です。 

 資料16ページ、上段をお願いいたします。 

 １段目の教育総務費ですが、これは、高等

学校ＤＸ推進事業費について、国の補正予算

に伴う事業であり、国からの交付決定が令和

６年度となったことにより、年度内の執行が

困難となったため、繰り越したものでござい

ます。 

 ２段目の高等学校費ですが、これは、高等

学校産業教育設備整備費について、先ほどあ

りました熊本工業高校実習棟工事の着工が遅

れたことにより、年度内に設備設置ができ

ず、年度内の執行が困難となったため、繰り

越したものでございます。 

 高校教育課の説明は以上です。 

 

○松本特別支援教育課長 特別支援教育課で

す。 

 16ページ、下段をお願いします。 

 教育総務費の県立特別支援学校寄宿舎費支

援事業ですが、これは、県立特別支援学校寄

宿舎における舎食費について、保護者の負担

を増加させることなく質や量を維持するた

め、国の補正予算を活用した事業で、国から

の交付決定が令和６年度になったことによ

り、年度内の執行が困難となったため、繰り

越したものでございます。 

 特別支援教育課の説明は以上です。 

 

○木山学校安全・安心推進課長 学校安全・

安心推進課です。 

 17ページ、上段をお願いいたします。 

 教育総務費ですが、これは、心の健康観察

推進事業費について、国からの交付決定が令

和６年度になったことにより、年度内の執行

が困難となったため、繰り越したものでござ

います。 

 学校安全・安心推進課の説明は以上です。 

 

○濱本体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 17ページ、下段をお願いします。 

 １段目の保健体育費の子供たちの豊かなス

ポーツ環境整備事業費についてですが、これ

は、国の補正予算に伴う事業であり、国から

の交付決定が令和６年度になったことによ

り、年度内の執行が困難となったため、繰り

越したものでございます。 

 ２段目の県営体育施設整備事業費ですが、

これは、藤崎台県営野球場受変電設備と監視

カメラ設備改修工事の発注に当たり、同施設

のほかの工事との調整に日数を要し、施設運

用に支障がない工期を確保することができ

ず、年度内の執行が困難となったため、繰り

越したものでございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○井手義務教育課長 義務教育課です。 

 18ページ、上段をお願いします。 

 教育総務費の夜間中学整備事業費ですけれ

ども、これは、ゆうあい中学校の校舎整備と

併せて実施する湧心館高校の駐輪場新築工事

において、両工事予定場所が近接しており、

校舎整備後の発注としたことから、年度内の
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執行が困難となったため、繰り越したもので

ございます。 

 義務教育課の説明は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 18ページ、下段をお願いします。 

 社会教育費のこども図書館施設整備事業費

ですが、これは、こども図書館設置につい

て、建物寄贈者等の建設工事に不測の日数を

要し、県立図書館北側にある駐車場の舗装工

事の発注等ができなかったことにより、年度

内の執行が困難となったため、繰り越したも

のでございます。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○舟津文化課長 文化課でございます。 

 19ページをお願いします。 

 事故繰越繰越計算書の報告についてでござ

います。 

 教育災害復旧費、文化財災害復旧費につい

て、受託事業者における人員確保が難航した

ことによりまして、修復作業に不測の日数を

要し、年度内執行が困難となったものでござ

います。 

 文化課の説明は以上です。 

 

○中村亮彦委員長 それでは、続いて警察本

部から説明をお願いします。 

 

○平山会計課長 会計課でございます。 

 予算関係議案につきまして、お手元の警察

本部の付託議案関係説明資料に基づき御説明

いたします。 

 資料の１ページをお願いします。 

 議案第１号、令和６年度熊本県一般会計補

正予算(第１号)についてでございます。 

 まず、上段の警察本部費で1,875万1,000円

をお願いしております。 

 これは、警察行政におけるデジタル化の推

進や働きやすい職場環境を整備することによ

り、行政サービスの向上を図るための経費

で、令和６年度は、パソコンの無線化や公印

の電子化によるペーパーレスへの取組を加速

化させ、デジタル化、高度化といったＤＸへ

の取組を通じて人的リソースの適正配分を行

い、現場執行力の維持強化を図ろうとするも

のでございます。 

 次に、中段の警察施設費で3,951万1,000円

をお願いしております。 

 これは、運転免許証とマイナンバーカード

との一体化の運用が開始される令和７年３月

までに、運転免許センター事務室をマイナン

バーカードへ免許情報記録を書き込むための

専用窓口に改修する経費833万2,000円のほ

か、新型コロナウイルス地方創生臨時交付金

を活用した県庁舎空調設備更新工事等の完了

に伴う執行残を国庫に返納する償還金3,117

万9,000円でございます。 

 次に、下段の警察活動費で７億2,114万

4,000円をお願いしております。 

 まず、説明欄１の生活安全警察運営費

3,007万7,000円につきましては、近年、日本

円がビットコイン等の暗号資産に換金されて

犯罪組織に流れるなど、犯罪手口が巧妙化、

高度化していることから、これらに対応し得

る捜査資機材の購入等に要する経費でござい

ます。 

 次、２の刑事警察運営費5,412万円は、防

犯カメラやドライブレコーダー等の映像精査

のためのソフトウエア整備に要する経費でご

ざいます。 

 次に、３の交通安全施設費６億3,694万

7,000円につきましては、(1)は、通学路や生

活道路等における信号機の改良、新設、移

設、標識標示の整備に要する経費、(2)は、

光の森、セミコン周辺地域における交通渋滞

対策のための集中制御化、光ビーコン、車両

感知器の整備等に要する経費でございます。 

 以上、歳出予算として、合計７億7,940万

6,000円をお願いしており、補正後の警察費
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総額は、429億1,219万7,000円となります。 

 続きまして、資料２ページをお願いしま

す。 

 債務負担行為補正でございます。 

 上段の警察関係業務では、警察署等の施設

の長寿命化改修調査及び保全計画策定に要す

る経費として、9,872万5,000円の増額変更を

お願いしており、補正後の限度額は、総額７

億3,535万5,000円になります。 

 また、下段の事務機器等賃借で、インター

ネット仮想ブラウザ－導入に伴うサーバー等

のリースに要する経費として、１億1,226万

8,000円の増額変更をお願いしており、補正

後の限度額は、総額157億2,833万4,000円と

なります。 

 これらは、令和６年度中に契約手続を行う

必要があり、契約期間が翌年度以降に及ぶこ

とから、債務負担行為を設定するものでござ

います。 

 続きまして、資料の３ページをお願いしま

す。 

 報告第１号、令和５年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてでござい

ます。 

 まず、事業名１段目の警察施設維持管理費

8,251万3,000円と３段目の警察活動基本経費

3,220万3,000円は、それぞれ県庁舎の空調設

備、空調更新工事等に関わるものと交通取締

り用車購入に関わるもので、これらは、部品

の供給不足が製造に影響したことなどによ

り、年度内の完了が困難であったものでござ

います。 

 次に、２段目の交番・駐在所機能強化推進

事業8,507万6,000円は、入札の不調・不落に

より、施工計画、設計の見直しが必要となっ

たものであるため、年度内の完了が困難とな

ったものでございます。 

 次に、４段目の電話で「お金」詐欺防止の

ための総合対策事業8,743万2,000円でござい

ますが、これは、国の経済対策に伴い２月補

正予算において計上された事業で、事業計画

策定等に時間を要することから、年度内の完

了が困難であったものでございます。 

 以上、警察費で、合計２億8,722万4,000円

を繰り越して事業を実施するものでございま

す。 

 予算関係議案は以上でございます。御審議

のほど、どうぞよろしくお願いします。 

 

○松見首席監察官 監察課でございます。 

 報告第14号の専決処分について御報告させ

ていただきます。 

 説明資料の５ページを御覧ください。 

 令和５年８月から令和６年２月に発生した

本県警察職員が運転する公用車による３件の

交通事故に関して、事故の相手方と熊本県と

の間で損害賠償の額が決定し、和解が成立い

たしました。 

 事故の概要につきましては、資料６ページ

のとおり、交差点を右折する際に、対向車線

を直進中の原動機付自転車が急制動をして相

手方が負傷したものや、ドアを開放する際に

駐車中の相手方車両に衝突したもので、いず

れも県側の過失が大きい交通事故であり、県

側から資料のとおりの賠償額を支払い、和解

が成立いたしました。 

 なお、賠償につきましては、加入している

任意保険を使用して全額支払い済みでござい

ます。 

 ３件の交通事故に関しましては、運転者の

不注意による交通事故であり、職員への指導

をさらに徹底し、公用車の交通事故防止に努

めてまいります。 

 以上でございます。 

 

○中村亮彦委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案等について質疑を受け

たいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま
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す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○岩田智子委員 教育委員会の９ページにな

ります。 

 生徒指導支援事業として、学校問題解決の

ための学校問題解決支援コーディネーターの

配置に343万円というところで経費が上がっ

ていますが、どのような方なのか、どのよう

なお仕事をされるのか、詳しくお願いしま

す。 

 

○木山学校安全・安心推進課長 お答えいた

します。 

 この学校問題解決支援の事業ですが、本年

度の国の新規事業になります。予算成立後、

県のほうでもこの事業を始めたいと考えてお

ります。 

 具体的には、先ほども申しましたが、学校

管理職の経験のある方を学校安全・安心推進

課で会計年度任用職員として任用し、保護者

からの質問や要望や意見、そういうのを直接

伺って適切に助言をしたり、必要があれば学

校等のほうに助言を行うと、そういったもの

でございます。 

 

○岩田智子委員 じゃあ、お１人ということ

でしょうか。 

 

○木山学校安全・安心推進課長 予算上は週

５日を考えておりますが、なかなか人材のほ

うが見つかりませんで、今の時点では２人の

方で曜日を変えて重ならないようにして任用

する予定でございます。 

 

○岩田智子委員 いろんな御相談に適切にい

ろいろ対処されるというようなことなので、

ずっと私も言っていますけれども、いじめと

か不登校とか、やっぱり初動が一番大事なの

で、ここは本当に大事にしていただきたいな

と思っています。活用をよろしくお願いしま

す。 

 以上です。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○池田和貴委員 警察本部の１ページ、89番

の警察活動費、３番の(2)光の森、セミコン

周辺地域における交通渋滞対策についてちょ

っとお尋ねをしたいと思っています。 

 これについては、今回の代表質問も含め

て、県議会の中で、知事選も含めて、ＴＳＭ

Ｃの工場の新設によってあの辺の渋滞問題と

いうのが、いわゆる県民にとって、やっぱり

もう目に見えるというか、身につまされる状

況なので、これは解決しなければいけないと

いうことで、議会の中でも議論がありました

し、県民の注目も集めているところだと思い

ます。 

 そういった意味で、この光の森、セミコン

周辺地域における交通渋滞対策というのは大

事だと思いますので、これは、ハード整備を

する土木部と、それと知事答弁でもありまし

た、本部長の答弁もしていただいたのかもし

れませんけれども、警察の皆さん方の、いわ

ゆる信号とかの制御とか、いろいろなソフト

的な対策でやっていく部分と両方あるんじゃ

ないかというふうに思うんですが、それと併

せて、住民の皆さん方にどれだけ改善したか

とか、どれだけ悪化したかとか、そういうこ

とを示すためには、やはりこれは集中制御を

して、県警の皆様方の中で蓄積しているデー

タを、いわゆるビッグデータになるんだと思

うんですけれども、こういったものを、土木

部ですとか、例えばその研究されている大学

ですとか、いろんなところにある意味提供す

ることによって、見える感も分かるし、いろ
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いろな施策の効果もそこで図れるんじゃない

かというふうに思うわけですね。 

 日本全体もデジタル化をやらなきゃいけな

いと言われていて、デジタル化というのは、

やっぱり業務の効率化と併せて、蓄積された

データをいかに生かして、それを次の施策に

連携させていくことじゃないかなと私自身は

ちょっと考えているので、その辺のいわゆる

ここでやっているこの交通制御とか、そうい

った後に出たデータの活用とか提供体制と

か、そういったのはどうなっているのかなと

思って。もしやられているとすれば、ちょっ

と教えていただきたいと思っております。特

別委員会のときにちょっと発言した内容と重

なりますけれども。 

 

○井上交通規制課長 交通規制課長でござい

ます。 

 警察で今設置しております超音波式の感知

器及び光ビーコンの情報につきましては、今

現在、警察本部内の交通管制センターのほう

で情報を収集しております。 

 集中制御式の信号については、リアルタイ

ムで信号の命令を出しているところでありま

すけれども、ほかの活用法につきましては、

現在、日本道路情報センター、ラジオ等での

情報提供手段でありますけれども、こちらで

県民に対してまず周知している、それと、交

通情報板等において交通情報を出している、

それと、カーナビ等を通じて、ⅤＩＣＳ等の

情報になりますけれども、そこら辺の情報を

流しているというのが現状でございます。 

 あわせまして、現在、民間からこれらの情

報を必要とする場合については、一定の情報

開示が必要となりますけれども、情報を出し

ているところでございます。 

 委員御指摘のとおり、今後渋滞対策の検証

をする上で、県または民間等に対して情報提

供すべきであるかというところでありますけ

れども、県警としても、渋滞対策というもの

は喫緊の課題というふうに捉えております。 

 必要に応じて県とも情報を共有しながら、

渋滞解消につなげるような施策等について、

必要である情報であれば積極的に提供してい

きたいと思いますし、今後、連携強化に努め

てまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。協力をして

いただくということで、姿勢はよく分かりま

した。 

 情報の公開というのは、いろいろセンシテ

ィブな問題もあって、後は各組織が持ついわ

ゆるルールの問題とかあって、なかなか公開

できないんですけれども、ただ、デジタル化

社会の推進においては、やはりこのデータを

いかに活用していくかということは大きな命

題であると思いますし、国のほうもいろんな

形で地方にデータをオープンにしたりとかと

いうのをしておりますので、データの渡し方

もフレキシブルに、また柔軟に対応できるよ

うに、ぜひ努力をしていただきたいというふ

うに、これは要望しておきます。 

 答えは要りませんので、もし何かあれば、

またこの１年間の中でお聞かせいただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○橋口海平委員 教育委員会のほうの８ペー

ジ、特別支援教育課の(3)の特別支援学校の

教育環境改善のための調査研究。 

昨年、様々な支援学校をちょっと回らせて

いただいたんですが、本当に天井がカビだら

けだったり、そこから漏れてくる雨が壁に伝

って、それを先生が少しずつ直したりしてと

ても頑張っている学校だったり、靴箱が外に

あったり、トイレも外にある、教室がばらば

らにある、そういったのを拝見していく中



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和６年７月１日) 

 - 30 - 

で、本当に子供たちがかわいそうだなという

ふうに感じて、今年はこういった予算がつい

てよかったなというふうには感じているとこ

ろでございます。 

 そこで、今後、これを検討して、将来的に

どんなふうになっていくかというのはなかな

か答えるのって難しいかもしれないんですけ

れども、早急に解決してほしいなというふう

に思っているんですが、今後どのように考え

ているのか、ちょっとお示しいただきたいと

いうふうに思います。 

 

○松本特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 今御指摘いただき、ありがとうございま

す。 

 やはり特別支援学校施設の老朽化等につき

ましては、保護者さん等からも御意見をいた

だいているところでございます。 

 その各学校の長寿命化改修というところ

で、全ての学校につきましては、適切な補修

等を行っているところではございますけれど

も、ここに上げております調査研究につきま

しては、喫緊の個別課題のある６校について

まず調査研究を行い、津波浸水区域にあると

か、その対応が必要なところでありますと

か、その他ＴＳＭＣ進出に伴って人口増加が

見込まれるところにおいての今後の児童生徒

増でありますとか、そういうところにつきま

して、コンサルのほうで調査をしていただい

て、今後の対応、長寿命化で全て対応できる

のか、あるいはその他の計画が必要なのかと

いうことにつきまして、情報を得て、今後対

応をしてまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員 ありがとうございます。 

 一刻も早くそういう解決ができればという

ふうに思っておりますので、よろしくお願い

しますというのと、ある学校では、施設の外

からボールが飛んできて近くに落ちたと、そ

ういうのが、多々じゃないんですけれども、

あるという情報もありましたが、そういう情

報というのは入っているんでしょうか。 

 

○松本特別支援教育課長 それぞれの学校の

校長先生とかから話は伺っているところで、

そこら辺のところの情報はいただいておると

ころで、それぞれ個別に対応して進めている

ところではありますけれども。 

 

○橋口海平委員 命に関わることだと思って

おりますので、ちょっとまた後でお話ができ

ればというふうに思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○髙野洋介委員 教育委員会の５ページなん

ですけれども、施設課にお尋ねなんですけれ

ども、県立高校の施設整備で39件、特別支援

学校で７件ぐらい整備されると思うんですけ

れども、これはあくまでも確認なんですけれ

ども、学校の校舎だとか実習棟の改修なのか

なというふうにお尋ねしたいのは、体育館は

ここには入っているか、入ってないかをお尋

ねしたいんですけれども。 

 

○中島施設課長 今の御指摘につきましてで

すけれども、体育館も対象となっている高校

もございます。 

 

○髙野洋介委員 体育館が入っているんだっ

たら、よく聞くのが、体育館にエアコンを整

備したらどうかというような話が物すごく今

多いんですよね。小中学校、市町村も含め

て、すごく多いんですよ。今後、この施設整

備に対してそういった中身は考えていらっし
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ゃるんでしょうか。 

 

○中島施設課長 学校施設の空調についての

御質問であろうかと存じます。 

 まず、教室等につきましては、普通教室と

特別教室と、空調は今100％導入されており

まして、令和５年度からその電気代なども公

費で負担することとなっております。 

 今委員お尋ねの体育館につきましては、現

在、体育館で空調が入っておりますのが、特

別支援学校の体育館で一部設置されておるの

みでございまして、通常の県立高校の体育館

には、今まだ空調は入っておりません。 

 体育館の空調につきまして、施設整備を行

う場合、国庫補助の対象となる部分もあるん

ですけれども、断熱化した上で空調をつけて

くださいというのが要件になっております。 

 体育館を断熱化するのには、ちょっと内部

で試算したところ、相当な金額がかかります

ので、今のところは、まず教室等の長寿命化

改修に手をつけたばかりですので、その中で

どの程度までできるかは、今後ちょっと研究

させていただきたいと考えています。 

 

○髙野洋介委員 予想どおりの答弁、ありが

とうございます。 

 ずっと前からそれも言っているんですけれ

ども、今避難所になっているところもある

し、こんな猛暑の中で子供たちは体育館で一

生懸命研さんされていますよね。だから、そ

れも一つの、私は、県立高校がいち早く体育

館にエアコンを導入することも学校の魅力化

の一つだと思っています。 

 そこを考えていかないと、今から多分私立

がどんどん入れていきます、間違いなく。そ

うしたら、もう体育館に私立が入ってしまっ

たら、また私立に行く生徒たちが物すごく増

えますよ。 

 だから、そういった意識を持って――もち

ろん、大事ですよ。財政的なことは物すごい

大事ですけど、そこをどうやってクリアして

いくかというのを、今後、施設課はじめ県の

教育委員会で考えていっていただきたいとい

うふうに思います。 

 恐らく市町村も、それぞれの小中学校の体

育館も入れているところもありますので、そ

ういったところも含めて、ぜひトータルで考

えていただきたいと思っています。要望で構

いません。 

 以上です。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○南部隼平委員 すみません。続けて施設課

さんにちょっとお尋ねなんですけれども、15

ページ、明許繰越しで幾つか出ていますけれ

ども、一番上と４番目ですね。 

 入札不調等によりというふうに書いてある

んですけれども、熊工に関してはそれが原因

で、ほかのところもまた繰越しということに

なっておりますけれども、この不調が何か多

いような気がするんですけれども、ほかの原

因とかは分析はされていますでしょうか。 

 

○中島施設課長 施設課でございます。 

 不調の要因につきましてですけれども、建

築工事、電気、管工事、それぞれ発生率が高

くなっている現状がございます。 

 これは、主な要因といたしましては、専任

できる主任技術者の不足が主だということを

業者のほうからは伺っております。 

 

○南部隼平委員 ありがとうございます。 

 技術者が少ないということなんですけれど

も、これは多分教育委員会だけではないかな

とは思うんですけれども、県全体としても言

えることではないかなと思いますけれども、

そういった、もちろん人が少ないということ

はあると思いますけれども、発注額等も恐ら
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く影響しているんじゃないかなと思います。 

 特に、教育施設の場合は、やっぱり早めに

改修を行っていく、優先度は高いのかなとい

うふうに思いますので、その辺りもしっかり

分析して、解決策というふうに持っていって

いただければと思います。要望でお願いしま

す。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑ありませんか 

 

○池田和貴委員 体育保健課、10ページの96

番、県営体育施設の管理費で、運動公園管理

運営費の中で、県民総合運動公園の混雑予想

時における警備員の配置等に関する経費とい

うことで1,800万なんですが、これもです

ね、県議会の今までの中で、やっぱり運動公

園で大規模なイベントとか、多分ロアッソ戦

も含めて、あそこを活用すればするほどやっ

ぱり渋滞がひどくなって、ここは課題になっ

て、議会の中でもいろいろ議論があったとこ

ろなんですけれども。 

今年度、警備員の配置が1,844万3,000円書

かれていますけれども、これは体育保健課さ

んだけでこの金額で１年間やっていくのか、

それとも、そのほかの事業主体とかにも併せ

てやってもらうのか、この辺はどういうスキ

ームになっているのかなと思って。 

 また、あとまだ、大体年間に大きなイベン

トとかは分かると思うんですけれども、そこ

で想定されているのか、想定外のやつが来た

ときにはどうなのかとか、ちょっとその辺を

教えていただきたいなと思いまして。 

 

○濱本体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 委員から今御質問がありましたことにお答

えしますが、この事業につきましては、県が

主体となって行っておりますけれども、関係

課のほうで、観光企画課、都市計画課、それ

と体育保健課のほうが県に入りまして、あ

と、一応構想にありました空港アクセスのこ

ともありましたので、空港アクセス鉄道整備

推進課、こちらのほうで県の代表として、そ

れと主催者等調整会議というものを行ってお

りますけれども、今の県の４課と、それと指

定管理者とイベントの主催者であるロアッ

ソ、それと熊本県警察と入りまして、調整会

議を定期的に行っております。 

 それで、年間に予想される大会、イベン

ト、それと予想する人数、そのあたりを算出

しまして、それに基づいて、臨時駐車場を開

けるのか、そして警備員を出すのか、さらに

は、パーク・アンド・バスライドとか、臨時

のバス、そういったものを出すことについて

検討を進めて、今交通渋滞あたりも検証しま

すと、約４割から５割交通渋滞が解消できた

というようなデータが出ております。 

 で、すみません、この予算のところですけ

れども、本課の体育保健課で持っているのが

この警備員の配置とか、臨時駐車場を開ける

とかいったものについて、指定管理者のほう

にこれは委託をしておりますけれども、この

予算が主なものでございます。 

 

○池田和貴委員 すみません。本当に丁寧に

説明していただいてありがとうございまし

た。全体像もよく分かりました。 

 記憶をたどってみると、これは、空港アク

セス鉄道が今の大津回りに変更になったとき

に、これは前の蒲島知事ですけれども、ここ

の渋滞対策は本当県がしっかりとやるんだと

いうことをおっしゃっていた案件の一つの中

の１パーツってことですよね。 

そういった意味では、物すごく大切なとこ

ろだと思いますので、今のお話だと、渋滞も

少なくなっているということが出ているとい

うことなので、ぜひ、ここは、県としての約

束になります。住民の皆さん方に対する、い

わゆる計画変更に対してのお約束の非常に重

要なところであると思いますので、ぜひ今後
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も努力していただきたいと思っております。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○中村亮彦委員長 なければ、以上で質疑を

終了します。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れた議案第１号について採決いたします。 

 議案第１号について、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○中村亮彦委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号は、原案のとおり可決す

ることに決定をいたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査とすることを議長に申し出ることと

してよろしいでしょうか。 

(｢はい」と呼ぶ者あり) 

○中村亮彦委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から、報告の申出が１件あっており

ます。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後、一括して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告をお願いします。 

 

○渋谷警務課長 警務課です。 

 第５号議案、熊本県職員の特殊勤務手当に

関する条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて御報告します。 

 説明資料、その他報告関係を御覧くださ

い。 

 本件につきましては、総務常任委員会の付

託議案として御審議いただいておりますが、

その中の熊本県警察の職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部改正につきましては、県警

察に関することであることから、御報告しま

す。 

 今回の改正は、国の特殊勤務手当である災

害応急作業等手当が改正されたことを踏ま

え、当該手当に相当する警察職員の災害警備

等作業について、国に準じて見直しを行うも

のです。 

 具体的には、当該作業が夜間に行われたと

きの手当額の加算及び大規模な災害に従事し

た場合の手当額を新設する改正となります。 

 施行日につきましては、公布の日となって

おりますが、令和６年能登半島地震の従事者

を対象とするため、適用は本年１月１日とし

ております。 

 以上、報告いたします。 

 

○中村亮彦委員長 以上で執行部の報告が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。質疑はありませんか。 

   （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○中村亮彦委員長 なければ、これで報告に

対する質疑を終了します。 

 次に、その他のその他に入りますが、委員

から何かありますか。 

 

○岩田智子委員 要望を幾つかちょっとお話

ししたいと思います。 

 教育委員会のほうなんですけれども、コロ

ナ期、フッ化物洗口が学校で止まっていたん

ですが、コロナが明けて、始まる学校も増え

てきています。 

 それで、今までのフッ化物洗口、学校で行

う場合には、必ずほかの市町村がきちんとそ

れを仕事をするというふうなところがお約束

だったと思うんですが、やっぱり学校任せと

いうところもいまだあるということと、あ

と、最初に説明をするときに、20～30分やっ

ぱりかかるということもありました。 

 そのフッ化物洗口に関しては、やっぱり学

校の先生の仕事ではないというふうに分類さ
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れていますので、その辺も働き方改革の中で

整理をきちんとしていってほしいなと思って

います。 

 給食時間が異常に短いというのもありま

す。大規模校になると――ちっちゃな学校だ

ったらそうでもないんですけれども、大規模

校、やっぱり40人いたら、配膳とかそれなり

に時間がかかるので、給食時間のことなど

も、ちょっとほかの仕事を減らし、減らして

っていうかな、子供たちとの時間を確保して

ほしいなというふうに思っています。 

 それから、前、拓心高校の熊本丸の乗務員

のことで質問をさせていただいたんですが、

ニュースで今年も出港したというようなニュ

ースも出て、ああ、またちゃんと行けたんだ

なと思って安心していますけれども、その辺

の確保のほうもよろしくお願いします。 

 それから、続けざまですけれども、水俣の

件について、吉永議員が、この前質問で、自

分のふるさとをやっぱり言えなかったという

話をされて、私も本当に自分のふるさとに誇

りが持てないということがどんなにつらかっ

ただろうというふうに思いました。 

 水俣の５年生での学習とか、今年度もしっ

かりされていますけれども、人権の視点と

か、ふるさとに誇りを持てるというようなと

ころの子供たちも育てていただきたいなと思

います。 

 それから、警察のほうに要望なんですけれ

ども、選挙中、知事選の中でも、選挙違反に

ついてのいろんな話がありました。 

ポスターの件とかコチョウランの件とかい

ろんなことがあって、私自身も、選挙の間

中、選挙のときには、やっぱ注意とか何かこ

う、これはいかぬぞ、ちょっと危ないぞとい

うようなときには、必ず注意とかをされた

ら、１回でやっぱりそれは止めますよね。あ

あ、駄目なんですねっていう、なかなか公選

法というのはグレーな部分が多くて、何か私

たちも探り探りやっているというかな、これ

は大丈夫なんだろうかと選挙管理委員会にお

聞きしながらとか、そういうふうなことをし

ていますので、今、いろんな問題でまだいろ

いろあっている最中だと思いますけれども、

その辺も、何か注意を１回したら、その後何

か確認をするとか、そういうことも努めてい

ただきたいなというふうに思っています。 

 ２連ポスターも、選挙中じゃなければ、別

に講演会の、何ていうかな、立会演説会と

か、何かそういうのは知らせていいわけです

けれども、そこだけは駄目なんだというの

も、やっぱり私たち立候補する側も知らなか

ったりもしますので、きちんと指導っていう

かな、も必要じゃないかなというふうに思い

ましたので、一言申し述べておきます。 

 以上です。 

 

○中村亮彦委員長 要望でよろしいですか。 

 

○岩田智子委員 はい。 

 

○中村亮彦委員長 ほかにありませんか。 

 

○髙井千歳委員 教科書採択における教科書

の展示が先日まで行われていたと思うんです

けれども、新しく文科省の認定を受けた教科

書を見たくて見に行ったんだけれども、その

教科書がなかったというお声を県民の方から

いただいたんですけれども、全ての展示会場

に全ての教科書があるわけではないというこ

とでしょうか。 

 

○井手義務教育課長 今回、数社からは見本

本が全て届かずに、それも発行者のほうの判

断で届いてないということですので、ただ、

教科書の展示会場は50ぐらいあるんですけれ

ども、10幾つがセンターといってずっと見れ

る会場があるんですけれども、そこには全社

そろっておりますので、今ホームページに

も、そういうふうな旨は載せてはおりますの
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で。御迷惑をおかけしております。 

 

○髙井千歳委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 各会場に意見箱というのは置かれていると

いうことなので、やはりそこは出版社のほう

に要望していただいて、きちんと全会場で全

教科書が見れるように、次の回からはしてい

ただけたらなというふうに要望いたします。 

 

○中村亮彦委員長 ほかに何かありません

か。 

   （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○中村亮彦委員長 なければ、以上で本日の

議題は終了しました。 

 最後に、要望書等が２件提出されておりま

すので、参考としてお手元に写しを配付して

おります。 

 それでは、これをもちまして第２回教育警

察常任委員会を閉会いたします。 

  午後０時25分閉会 
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